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行政常任委員会 

令 和 ３ 年 ９ 月 ２ ９ 日 （ 水 ）

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会

○南委員長  おはようございます。 

 それでは、ただいまより行政常任委員会を開会いたします。 

 本日は、教育委員会、尾鷲総合病院、水道の三つでございますので、よろしくお

願いをいたします。 

 まず初めに、教育委員会のほうから、議案第５４号、令和２年度尾鷲市一般会計

歳入歳出決算の認定について、教育委員会所管の説明をお願いいたします。 

 まず初めに、教育長のほうから。 

○出口教育長  おはようございます。教育委員会でございます。 

 ただいまから教育委員会の一般会計歳入歳出決算書及び令和２年度主要施策の成

果及び実績報告書につきまして、教育総務課長並びに生涯学習課長のほうから御説

明申し上げたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○森下教育総務課長  それでは、教育総務課でございます。よろしくお願いしま

す。 

 それでは、議案第５４号、令和２年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、教育総務課に関する決算につきまして御説明いたします。 

 決算書３６、３７ページを御覧ください。通知します。 

 まず、教育総務課に関する公債権の不納欠損処分について御説明いたします。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、７目教育使用料、４節幼稚園使用料、不

納欠損額８万５,０００円につきましては、園児２名分の過年度分を、地方自治法

第２３６条第１項の規定により消滅時効の５年間が経過したため不納欠損を行った

ものでございます。 

 次に、決算書２７８ページ、２７９ページを御覧ください。通知します。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費でございます。予算現額２４３

万２,０００円に対し支出済額は２３７万８,５６０円で、不用額は５万３,４４０

円でございます。 

 支出済額の主なものといたしまして、１節報酬２３５万２,０００円は教育委員

４名分の委員報酬でございます。 
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 次に、２目事務局費でございます。予算現額２億３,３３７万９,０００円に対し

支出済額は２億２,７５７万６,４６６円で、不用額は５８０万２,５３４円でござ

います。 

 １節報酬は支出済額１,２１０万３,９７９円で、学校健康管理医や尾鷲小学校運

営協議会委員への委員等報酬５０万６,６００円と会計年度任用職員３名分とＡＬ

Ｔ２名分の報酬１,１５９万７,３７９円でございます。 

 次に、２節給料、３節職員手当等、次ページの４節共済費の職員人件費につきま

しては、総務課より説明が行われておりますので割愛させていただきます。 

 次に、７節報償費、支出済額１２万５,０００円で、学校評議員１１名分の報償

費１１万円が主なものでございます。不用額１５万５,０００円は、魅力ある学校

づくり推進事業に関する講師謝礼が新型コロナウイルス感染症の影響により不執行

となったことが主な理由です。 

 魅力ある学校づくり推進事業につきましては、主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。通知します。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  魅力ある学校づくり推進事業について御説明さ

せていただきます。 

 まず、事業の目的としましては、学校の特色化、魅力ある学校づくりを進めるた

め、三重大学との共同研究により、賀田小学校と輪内中学校をモデル校に位置づけ、

小中学校９年間を通じた英語カリキュラムを開発、児童・生徒の英語力、コミュニ

ケーション力の向上によりグローカルな人材を育て、教職員向けの研修会等を通じ、

指導のノウハウを市内の小中学校に伝達し、市全体の英語教育の充実を図ることを

目的としております。 

 事業の内容につきましては、三重大学との共同研究により、小中学校９年間を通

じた英語教育を充実させ、独自のカリキュラムを開発するなど、以下のとおりでご

ざいます。 

 経費内訳としましては、委託料１２万７５０円で、報償費につきましては、コロ

ナ禍の影響により執行できませんでした。 

 事業成果としましては、株式会社ｍｐｉの教材を使って、フォニックスの指導、

英会話たいそうを通じてフレーズの学習を進めた結果、保護者からは、習ってきた

英会話を教えてくれるとき、発音がとてもきれいでびっくりした。ふだんの会話で

英語を少し使ったりするのが増えてきたなどの声が寄せられております。 

 また、賀田小学校において６回研究授業を行い、教師の指導力向上を図りました。
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令和２年度はコロナ禍により講師を招聘しての指導はできませんでしたが、三重大

学の大野准教授による助言や情報提供も活用しながら、全職員で研修に励み、指導

力は大幅に向上しました。 

 財源内訳は全てふるさと応援基金繰入金となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書２８０ページ、２８１ページにお戻りく

ださい。通知します。 

 次に、１０節需用費は支出済額１,０５７万４,２８６円で、不用額７８万６,７

１４円はデジタル教科書購入での差金が主な理由でございます。 

 主な支出は、消耗品費１,００１万６,９７６円のうち、４年に１回の教科書改訂

に伴う小学校教科書及び指導書、デジタル教科書代の９４３万７,８４５円でござ

います。 

 次に、１１節役務費、支出済額９１万５,７３３円で、庁舎別館及び矢浜教員住

宅の浄化槽保守点検等手数料５６万３,２００円が主なものでございます。 

 ２８２ページ、２８３ページを御覧ください。 

 １２節委託料は支出済額２,１９９万７０円で、支出の主なものといたしまして

は、スクールバス運行委託料１,３９９万３,３２０円と校内ＬＡＮ環境機器整備等

業務委託料５９８万４,０００円でございます。不用額２５７万２,９３０円は、校

内ＬＡＮ環境機器整備等業務委託の印刷差金が主な理由でございます。 

 九鬼・輪内地区スクールバス運行管理事業につきましては、主要施策の成果及び

実績報告書で御説明いたします。通知いたします。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  九鬼・輪内地区スクールバス運行管理事業につ

いて御説明いたします。 

 まず、事業の目的としましては、九鬼・輪内地区における小中学生の通学手段の

確保及び地域間交流活動等を行う際の移動手段の確保を目的としております。 

 事業の内容につきましては、主にスクールバス３台の運行管理業務となっており、

経費の内訳は、自賠責保険料、自動車重量税等を含む１,３９９万３,３２０円とな

っております。 

 事業成果としましては、九鬼・輪内地区の小中学生の安全な通学手段の確保及び

遠距離通学の負担が軽減され、また、地域内での伝統行事、校外学習等における移

動手段としての利用により、地域住民との交流や社会生活、郷土愛等を育む教育環

境の充実を図ることができたと考えております。 
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 財源内訳は全て一般財源となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  決算書２８２ページ、２８３ページにお戻りください。通

知します。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は支出済額９０２万４,１３７円で、主なものは、

次ページの学校ＩＣＴ環境機器借上料８７４万７,２００円でございます。 

 こちらのほうも、学校ＩＣＴ環境機器整備事業につきまして、主要施策の成果及

び実績報告書で御説明いたします。通知いたします。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  学校ＩＣＴ環境機器整備事業について御説明さ

せていただきます。 

 まず、事業の目的としましては、急速な情報化が進む現代社会において、これか

らの次代を担う子供たちが必要な情報活用能力を身につけるＩＣＴを活用した情報

教育の推進を図るため、学校のＩＣＴ環境機器を整備することを目的としておりま

す。 

 事業の内容につきましては、市内小中学校へのＩＣＴ環境機器を整備するため、

リース契約を締結いたしました。 

 経費の内訳は、機器借上料契約額として、６０か月分で７,４９７万６,０００円。

令和２年度分は、令和２年９月から令和３年３月分で８７４万７,２００円でござ

います。 

 事業成果としましては、急速な情報化が進む現代社会において、次代を担う子供

たちが情報活用能力を身につけるための情報教育の推進を図るため、ＩＣＴ環境機

器のリース契約を締結し、ＧＩＧＡスクール構想の前倒しに対応すべく、尾鷲市学

校ＩＣＴ整備計画を改定し、学習者用コンピューター、指導者用コンピューター、

学習支援ソフト、充電保管庫等を整備いたしました。 

 財源内訳は全て一般財源となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書２８４ページ、２８５ページにお戻りく

ださい。通知します。 

 次に、１４節工事請負費は支出済額２,７３２万４,０００円で、小中学校音楽室

空調設備設置工事２,３４６万３,０００円が主なものでございます。 

 次に、１７節備品購入費は支出済額６,８５１万９,６０５円で、主なものは学校

ＩＣＴ環境機器整備事業に係る教育用端末等の購入でございます。 
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 こちらのほうも、詳細につきましては資料１で御説明いたします。通知いたしま

す。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  それでは、資料１に基づいて説明させていただ

きます。 

 事業の内容としましては、市内小中学校に教育用端末及びデジタルドリル等を整

備いたしました。 

 その内容と金額の内訳は、教育用端末、小学校５１６台、中学校３３２台、計８

４８台。１台当たりの単価は５万２,４７０円で、４,４４９万４,５６０円。 

 次に、充電保管庫、小学校４４台、中学校２５台、計６９台。１台当たりの単価

は１２万５,４００円で、８６５万２,６００円。 

 次に、デジタルドリル、小中学校７校の５年分の使用料で１,０３４万円。 

 次に、初期設定費用としまして２７９万８,４００円。 

 次に、ワイヤレスディスプレイアダプタ、小学校３３個、中学校１５個、計４８

個。１個当たりの単価２万７,２８０円で、１３０万９,４４０円。 

 次に、ＳＩＭフリーモバイルＷｉＦｉルーター６０台を購入。１台当たりの単価

が１万６９２円で、６４万１,５２０円。 

 備品購入費合計６,８２３万６,５２０円となっております。 

 財源内訳は、公立学校情報機器整備費補助金で、公立学校情報機器購入事業とし

て３,１６８万円、家庭学習のための通信機器整備支援事業として６０万円、合計

３,２２８万円で、残りは一般財源となります。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書２８４、２８５ページにお戻りください。

通知します。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は支出済額４１５万２,６４５円で、不用

額１１９万８,３５５円は、日本スポーツ振興センター共済給付金が見込みを下回

ったものによるものでございます。 

 支出の主なものといたしましては、尾鷲教育支援センター運営負担金４５万円、

日本スポーツ振興センター共済掛金９６万７,４３５円、日本スポーツ振興センタ

ー共済給付金１０６万６,７１０円、次ページの紀北教育研究所運営費分担金９０

万円などでございます。 

 続きまして、２８８ページ、２８９ページを御覧ください。 

 次に、３目奨学資金貸付金でございます。予算現額３３１万３,０００円に対し、
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支出済額は３３１万２,９９５円でございます。 

 支出の主なものとしましては、２０節貸付金、支出済額３２８万円でございます。 

 奨学金貸付事業につきましても、主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたし

ます。通知いたします。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  奨学金貸付事業について御説明させていただき

ます。 

 まず、事業の目的としましては、高校、大学等へ進学する生徒で学資の十分でな

い者に対し奨学金を貸与し、卒業後、社会に貢献することを目的としております。 

 事業の内容につきましては、勉学意欲があるにもかかわらず、経済的理由により、

高校、大学等へ進学が困難な者に、尾鷲市奨学金貸与選考委員会の承認を経て奨学

金を貸与しております。経費内訳は御覧のとおりでございます。 

 事業成果としましては、高校、大学等へ進学する生徒に対して奨学金を貸与する

ことにより、保護者の経済的負担を軽減し、適切な修学環境の整備を図ることで、

次代の社会を担う人材育成のための機会を保障することができると考えております。

また、新型コロナウイルスの影響を鑑み、追加募集を実施いたしましたが、応募者

はございませんでした。 

 財源内訳は、奨学資金貸付金返還金として３２８万円、一般財源は３万３,００

０円となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書２８８、２８９ページにお戻りください。

通知いたします。 

 次に、２項小学校費、１目学校管理費でございます。予算現額１億５,４８４万

７,０００円に対し支出済額は１億４,４６３万３,７８５円で、不用額は１,０２１

万３,２１５円でございます。 

 支出の主なものにつきましては、１節報酬は支出済額６,１９２万７,６１３円で、

各学校の校医報酬及び薬剤師報酬と給食調理員等の会計年度任用職員４７名分の報

酬でございます。 

 次に、１０節需用費は支出済額３,６７９万２,６１３円、不用額は６３４万３,

３８７円で、主な理由といたしましては、光熱水費がプールの使用休止等により見

込みを下回ったことによるものが主なものでございます。 

 次に、主な支出につきましては、授業用事務用品などの消耗品費１,２２０万２,

３２９円、次ページの光熱水費１,８１２万６,９０６円、修繕費等でございます。 
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 次に、１１節役務費は支出済額１,０１０万８,３３８円で、不用額５２万４,６

６２円は、新型コロナウイルスの影響により水泳指導が行われなかったため、プー

ル機器の点検を実施しなかったことが主な理由でございます。 

 次に、主な支出につきましては、浄化槽保守点検等手数料６６１万６,９００円、

火災報知機点検手数料５９万７,３００円、給食用昇降機点検手数料７３万５,９０

０円などでございます。 

 次に、２９２ページ、２９３ページを御覧ください。 

 １２節委託料、支出済額２６９万１,２８２円で、児童心臓検診委託料２７万３,

１３０円をはじめ、以下、御覧の委託料でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は支出済額１８９万９,０４４円で、不用額は５

４万４,９５６円、各学校の複合機使用料が見込みを下回ったことが主な理由でご

ざいます。 

 主な支出につきましては、複合機使用料１３１万３,６４２円、インターネット

使用料４９万５,０００円でございます。 

 次に、２９４、２９５ページを御覧ください。 

 １４節工事請負費は支出済額５５６万４,９００円で、尾鷲小学校及び矢浜小学

校リフト改修工事でございます。 

 次に、１５節原材料費は支出済額２３万２,６７２円で、グラウンド整備用山砂

代等でございます。 

 次に、１７節備品購入費、支出済額は１６７万１,０００円で、各学校の図書購

入や尾鷲小学校の大判プリンター購入費等でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は支出済額９万４,７９４円で、修学旅行

付添旅費負担金等でございます。 

 次に、２目教育振興費でございます。予算現額９４６万８,０００円に対し、支

出済額は７６６万２,０５７円で、不用額は１８０万５,９４３円でございます。 

 ７節報償費は支出済額６,０００円で、子どもの学びと育ち育成支援事業に係る

ものでございます。 

 次に、子どもの学びと育ち育成支援事業につきまして、主要施策の成果及び実績

報告書で御説明いたします。通知します。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  子どもの学びと育ち育成支援事業について御説

明させていただきます。 

 まず、事業の目的としましては、ふるさと尾鷲を担い、つくり上げていくおわせ



－８－ 

人を育成していくため、教職員の指導力向上と授業改善を目指した絶え間ない研修、

また、豊かな未来を切り開くための環境づくりと学校教育の充実を進めるとともに、

文化的、芸術的な催物の鑑賞を通して園児の豊かな感性や想像力を育むことを目的

としております。 

 事業の内容につきましては、「すべては子どもたちのために」という思いを共有、

協働して、組織的に支え合う取組を推進するなど、以下のとおりでございます。 

 経費内訳は、小学校が報償費、消耗品費、役務費など３２万７,０００円、中学

校が消耗品費で４５万円、幼稚園が消耗品費、委託料などで１４万７,０００円と

なっております。 

 事業成果としましては、ＱＵ調査を活用し、学級の子供たちの思いや人間関係な

ど、学級の状況を客観的データを基に確認することにより、一人一人の居場所や思

いを捉え、学級経営の改善に役立てることができ、また、いじめ等の諸問題に対し

て未然防止の取組や迅速な対応ができたと考えております。 

 財源内訳は全て一般財源となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書２９４、２９５ページにお戻りください。

通知します。 

 １０節需用費は支出済額３８万２,８５１円で、ふるさと教育支援事業及び先ほ

どの子どもの学びと育ち育成支援事業に係る消耗品でございます。 

 ここで、ふるさと教育支援事業につきまして、主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。通知します。 

○中川教育総務課長補佐兼係長  ふるさと教育支援事業について御説明させてい

ただきます。 

 まず、事業の目的としましては、子供たちがふるさと尾鷲に愛着を持ち続けるた

め、地域の人々の考え方や生き方から学んだり、自然や景観、歴史、伝統文化の体

験など、郷土愛を育むふるさと教育を充実させることを目的としております。 

 事業の内容につきましては、尾鷲の自然や景観、歴史、伝統文化などに触れる体

験学習や地域教材を活用した学びを充実させるなど、以下のとおりでございます。 

 経費内訳は、小学校分が消耗品費と借上料で８万４,０００円、中学校分が消耗

品費と役務費など１万２,０００円となっております。 

 事業成果としましては、コロナ禍により例年に比べてできないことがございまし

たが、地域に学び、地域で育つ学校づくりを目指し、自然、文化、伝統等を題材に
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した学習を展開し、児童、教職員が地域のよさを認識するとともに、地域を大切に

する思いを育むことができ、また、地域の方との交流を深めることができたと考え

ております。 

 財源内訳は全てふるさと応援基金繰入金でございます。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書２９４、２９５ページにお戻りください。

通知します。 

 １９節扶助費は支出済額７２５万１,００６円で、不用額は１３３万５,９９４円。

こちらは、新型コロナウイルスの影響で給食実施回数の減により見込みを下回った

ことが主な理由でございます。 

 支出の内容は学用品費等、給食費、特別支援教育就学奨励費でございます。 

 内訳は、要保護１名、準要保護１４１名の合計１４２名、特別支援が２０名分で

ございます。 

 次に、３項中学校費、１目学校管理費でございます。予算現額８,３４１万５,０

００円に対し支出済額は４,２１１万３,８４０円で、繰越明許費３,５９９万２,０

００円、不用額は５３０万９,１６０円でございます。 

 支出の主なものにつきましては、１節報酬は支出済額１,３５９万２,８７２円で、

各学校の校医報酬と薬剤師報酬及び用務員等の会計年度任用職員８名分の報酬でご

ざいます。 

 ２９６、２９７ページを御覧ください。 

 １０節需用費は支出済額１,６８４万８,０４４円で、不用額は３１２万９５６円。

主に、各学校における光熱水費がプールの使用休止等により見込みを下回ったこと

が主な理由でございます。 

 次に、支出につきましては、授業用事務用品などの消耗品費５３７万９,１１７

円、光熱水費８１２万２５２円、修繕費は２６６万５,７４８円で、尾鷲中学校体

育館照明修繕ほか各学校の施設設備修繕等でございます。 

 次に、１１節役務費は支出済額２６４万５,４４３円で、浄化槽保守点検等手数

料１７４万５,０００円、火災報知器点検手数料２２万５,５００円が主なものでご

ざいます。 

 ２９８、２９９ページを御覧ください。 

 １２節委託料は支出済額１４５万６,２４４円で、生徒心臓検診委託料１７万３,

０３０円ほか各種委託料でございます。 
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 次に、１３節使用料及び賃借料は支出済額６７万２,２０１円で、複合機使用料

３７万８,４１８円ほか各使用料等でございます。 

 ３００ページ、３０１ページを御覧ください。 

 次に、１４節工事請負費は繰越明許費３,５９９万２,０００円で、これは令和３

年度への繰越事業で、尾鷲中学校のトイレ洋式化改修工事分でございます。 

 次に、１５節原材料費は支出済額１８万６,７２４円で、グラウンド用山砂代等

でございます。 

 次に、１７節備品購入費は支出済額９３万５,５２４円で、各小学校の図書購入

や尾鷲中学校のスピーカー等音響設備一式の購入費等でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は支出済額５６万９７３円、不用額は１４

９万５,０２７円で、主な理由といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影

響により中学校部活動における選手派遣費補助金が見込みを下回ったことによるも

のでございます。 

 支出につきましては、郡市中学校体育連盟負担金１９万６,５６０円、部活動他

市町温水プール利用補助金１８万９,５４０円でございます。 

 次に、２目教育振興費でございます。予算現額７０６万１,０００円に対し支出

済額は６７９万４２０円で、不用額は２７万５８０円でございます。 

 １０節需用費、支出済額１１３万７６０円で、中学校２校におけるクラブ活動や、

先ほどのふるさと教育支援事業、子どもの学びと育ち育成支援事業に係る消耗品で

ございます。 

 次に、１９節扶助費は支出済額５６３万９,４２０円で、支出の内訳は学用品費

等、給食費、特別支援教育就学奨励費でございます。内訳は、要保護が１名、準要

保護が８５名、特別支援が３名分でございます。 

 次に、３０２ページ、３０３ページを御覧ください。 

 ４項幼稚園費、１目幼稚園費でございます。予算現額２,４８９万５,０００円に

対し支出済額は２,４２１万６,９０１円で、不用額は６７万８,０９９円でござい

ます。 

 主な支出につきましては、１節報酬は支出済額２２９万６,１４４円で、園医報

酬及び薬剤師報酬と会計年度任用職員１名分の報酬でございます。 

 ３０４、３０５ページを御覧ください。 

 １０節需用費は支出済額５０万５９３円で、コピー用紙等事務用品などの消耗品

費４０万９,６６７円で、修繕料７万７,０００円は尾鷲幼稚園の空調設備修繕でご
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ざいます。 

 次に、１２節委託料は支出済額１０万４,４０４円で、先ほどの子どもの学びと

育ち育成支援事業に係る人形劇委託料９万４,９００円等でございます。 

 次に、１７節備品購入費は支出済額２３万９,０００円で、加湿空気清浄機及び

図書購入費でございます。 

 最後に、資料２として、教育委員会会計年度任用職員人件費について資料を添付

しておりますので、後ほど御参照ください。 

 以上で教育総務課に関する決算の説明とさせていただきます。 

○南委員長  ありがとうございました。 

○三鬼生涯学習課長  生涯学習課でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案第５４号、令和２年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

生涯学習課に関する決算につきまして、決算書を基に主要施策の成果及び実績報告

書で御説明いたします。 

 決算書の３０６、３０７ページを御覧ください。 

 ９款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。予算現額４,

０８３万円に対し支出済額は３,９２５万７５７円で、繰越明許費３３万３,０００

円、不用額は１２４万６,２４３円でございます。 

 人件費につきましては、総務課より説明が行われておりますので割愛させていた

だきます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの７節報償費１０２万５７７円で、

このうち８４万１,８００円は放課後子ども教室推進事業「いきいき尾鷲っ子」の

コーディネーターや講師等に係る報償費で、記念品代は成人式記念品でございます。

不用額４５万４２３円は、新型コロナウイルス感染症感染拡大対策により中止とな

った講座の講師謝金や活動サポーターへの謝金などが主なものでございます。 

 それでは、地域人材を活かした子育てＨＡＰＰＹ事業、放課後子ども教室推進事

業につきまして、主要施策の成果及び実績報告書で御説明させていただきます。 

○丸田生涯学習課長補佐兼係長  それでは、１０２ページを御覧ください。 

 地域人材を活かした子育てＨＡＰＰＹ事業について御説明いたします。 

 本事業は、地域の子供支援、子育て支援団体や事業者などと連携し、子育て世帯

が親子で楽しめるイベント、子育てＨＡＰＰＹ ＤＡＹを開催するものです。昨年

度は３回のイベントを開催し、中央公民館をお化け屋敷とした夏休みホラーナイト

が１０６組、本読み子育ての取組、青空図書館に３９０名、地域の仕事体験ＨＡＰ
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ＰＹワークに１７１名の参加がありました。 

 事業費は９万８,０００円で、財源内訳は国庫支出金地方創生推進交付金が４万

９,０００円、ほか一般財源でございます。 

 続きまして、１０４ページを御覧ください。 

 放課後子ども教室推進事業について御説明いたします。 

 本事業は、放課後等における子供たちの安全で健やかな居場所づくりを進めると

ともに、本市の自然や文化に触れながら様々な講座を実施することにより、学校外

での学習を深める機会を創出し、子供たちの自ら考える力、豊かな心を育てるもの

でございます。 

 事業内容としましては、企画運営に当たるコーディネーターを配置し、小学生を

対象に土曜日や夏休みなどに体験講座を実施しております。地域の方を講師に２６

講座、４４回の開催で、工作、スポーツなど様々な講座に延べ８１８名の子供たち

が参加いたしました。 

 事業費は１１１万２,０００円で、財源内訳は、県支出金放課後子ども教室推進

事業補助金が７４万１,０００円、ほか一般財源でございます。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼生涯学習課長  それでは、決算書の３０８、３０９ページにお戻りくださ

い。 

 ２目公民館費でございます。予算現額２,８８５万４,０００円に対しまして、支

出済額２,８１６万２,７９６円、不用額は６９万１,２０４円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの７節報償費１７万５,０００円で、

公民館講座に係る講師謝礼でございます。 

 １０節需用費８３０万３,４１３円のうち、光熱水費５７１万５,６２６円、修繕

料２３２万６,６１３円は、中央公民館１階ロビー、視聴覚室及び２階図書館系統

の空調機修繕などの修繕料でございます。不用額２３万１,５８７円は、中央公民

館の光熱水費が見込みよりも少なかったことによるものでございます。 

 次ページ、３１２、３１３ページを御覧ください。 

 １２節委託料４５７万５００円は、清掃や警備、各種点検等に伴う委託料でござ

います。 

 １４節工事請負費４４９万９,０００円は、中央公民館エレベーター扉防炎スク

リーン設置工事及び非常用照明取替え工事でございます。 

 続きまして、３目天文科学館費でございます。予算現額５６５万３,０００円に
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対しまして支出済額５１２万２,９５４円、不用額は５３万４６円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの１０節需用費１０７万４,４５７

円のうち、修繕料６９万３,０００円は天文科学館３階のドームシャッター修繕で

ございます。 

 次に、４目図書館費でございます。予算現額２,５３５万１,０００円に対しまし

て支出済額２,５０２万４,２７６円で、不用額は３２万６,７２４円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの１３節使用料及び賃借料１５９万

３,６１２円のうち、図書館システム使用料１２８万４,３６０円などであります。 

 １７節備品購入費３０９万７,８８９円は、１,７９６冊分の図書の購入費でござ

います。 

 それでは、図書館管理運営事業につきまして、主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。 

○浜口生涯学習課係長（館長）  それでは、１０７ページを御覧ください。 

 図書館管理運営事業について御説明いたします。 

 事業内容としましては、窓口での図書の貸出し、返却のほか、予約やレファレン

ス、コピーサービスなどを行い、また、おはなし会の開催、保育園等への絵本の貸

出し、地域への団体貸出しを行いました。 

 事業の目的にありますように、市民の生活の中に、暮らしの中の図書館となるよ

うに読書普及を図りました。より多くの方に図書館活動を知ってもらうために、市

の公式ＳＮＳへも定期的に投稿し、情報発信に努めました。乳幼児に対しては、幼

稚園、保育園への毎月１回絵本の貸出しを行い、園内での読み聞かせ等に利用して

もらいました。また、おはなし会を２８回開催し、延べ３４４人の方に参加しても

らい、親子で読書に親しむ機会を提供いたしました。小学生に対しては、子供読書

会、手作り絵本教室、図書館見学、中学生にはブックトークを行い、延べ３９０人

の参加があり、読書推進を図りました。地域へは、地区コミュニティーセンターと

連携して定期的に図書を配るなど、図書館利用が不便な住民に対しての貸出しサー

ビスの充実を図りました。また、昨年度は、コロナ禍でおうちで過ごす時間も増え

たことにより、地方創生臨時交付金を活用して、一般図書１４２冊、児童図書１３

５冊を購入し、図書の充実を図りました。 

 事業費は５６５万円で、財源内訳につきましては、国庫支出金、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金４９万９,０００円、その他特定財源、図書館

コピーサービス料５,０００円、一般財源５１４万６,０００円でございます。 
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 以上でございます。 

○三鬼生涯学習課長  決算書の３１６、３１７ページを御覧ください。 

 ５目文化財保護費でございます。予算現額は２３７万７,０００円に対しまして

支出済額９３万２,９１３円で、不用額は１４４万４,０８７円でございます。 

 不用額の主なものといたしましては、次ページの８節旅費１４万６,１００円は、

文化庁との協議が生じた際の旅費等の支出がなかったことによるものでございます。 

 ２１節補償、補 及び賠償金１００万円は、熊野古道周辺の森林作業者に対する

熊野古道歩行者の安全確保のために要する際の経費の補 事業でございますが、昨

年度は該当がなかったことによるものであります。 

 支出の主なものといたしましては、１０節需用費５３万８,８８８円のうち、修

繕料４９万９,４００円は熊野古道の路肩修繕などの修繕料でございます。 

 次に、６目郷土室費でございます。予算現額６８４万２,０００円に対しまして

支出済額６７７万３,４２５円で、不用額は６万８,５７５円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの１２節委託料１３４万７,５００

円は、大庄屋文書等の貴重な文書や文化財を害虫などから守るための燻蒸作業の委

託料でございます。 

 続きまして、７目少年センター費でございます。予算現額４９９万円に対しまし

て支出済額４５９万６,７９６円で、不用額３９万３,２０４円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、１８節負担金、補助及び交付金４２万２０１

円は、尾鷲市少年指導員の会への青少年非行防止活動事業補助金、青少年育成町民

会議７団体への青少年育成地域活動事業補助金、次ページをお願いいたします、地

域間交流活動推進事業補助金は、尾鷲市青少年育成市民会議への補助金となってお

ります。関係機関と連携した啓発活動の取組や少年センター職員によるパトロール

巡回などを実施しております。 

 続きまして、８目文化会館費でございます。予算現額５,１７２万２,０００円に

対しまして支出済額５,１５９万５,３４０円で、不用額は１２万６,６６０円でご

ざいます。 

 支出の主なものといたしましては、１０節需用費、修繕料４５４万１４０円で、

冷却チラー及び消防設備修繕でございます。 

 １２節委託料４,７０２万円は、公益財団法人尾鷲文化振興会に委託している市

民文化会館の指定管理料でございます。 

 続きまして、９款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総務費でございます。
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予算現額２,９０３万１,０００円に対しまして支出済額２,７３４万２,１３８円で、

不用額１６８万８,８６２円でございます。 

 不用額の主なものといたしましては、次ページの１８節負担金、補助及び交付金

１０３万２,９１３円は、新型コロナウイルス感染症対策のため、みえスポーツフ

ェスティバルなどの大会等が中止となったことや、他市町公営プール利用補助金が

見込みを下回ったことなどによるものでございます。 

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料４４万４,３６０円は、尾鷲市

スポーツ協会への美し国三重市町対抗駅伝参加事業委託料であります。昨年度の美

し国駅伝につきましては、実行委員会において選手団が選出され、練習会などを行

うなど準備を進め、選手ユニフォームや健康診断費、保険料等の予算の一部を執行

しておりましたが、直前に大会が中止となったことから、２５万５,６４０円が不

用額となっております。 

 １８節負担金、補助及び交付金２６７万３,０８７円の主なものは、補助金のう

ち、青年スポーツ活動事業補助金は尾鷲市スポーツ協会、少年スポーツ活動事業補

助金は尾鷲市スポーツ少年団への活動補助金でございます。 

 他市町公営プール利用補助金は、紀北町、大紀町、熊野市にある市民プール利用

者に対する補助金であり、昨年度は延べ８５４人、６,８１４件の利用がございま

した。なお、昨年度、紀北健康センターが新型コロナウイルス感染症の影響で、４

月から６月、７月下旬から８月中旬、１月の３回ほど休館となり施設の利用ができ

なかったことなどから、年間利用実績としては前年を大きく下回る結果となってお

ります。 

 続きまして、２目運動場管理費でございます。予算現額５０３万９,０００円に

対しまして支出済額４９７万１,６５６円で、不用額は６万７,３４４円でございま

す。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの１２節委託料２８６万円は、野球

場と市営グラウンドの施設管理や除草、トイレなどの管理委託料でございます。 

 次に、３目体育文化会館管理費でございます。予算現額９２１万８,０００円に

対しまして支出済額８５７万４,９９０円で、不用額は６４万３,０１０円でござい

ます。不用額の主なものといたしましては、１０節需用費３８万２４３円は、体育

館の光熱費が見込みよりも下回ったことによるもので、１２節委託料２５万６,１

５９円は、体育館で休日に開催される予定であった大会等が感染症対策のため中止

となったことに伴い、警備業務委託料が見込みを下回ったことなどによるものであ
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ります。 

 支出の主なものといたしましては、１０節需用費５４８万７,７５７円のうち、

修繕料２８９万９,０５０円は体育館のＰＣＢ入り機器取替え修繕ほか、照明、防

火設備などの修繕料でございます。 

 １２節委託料２４５万２,８４１円は、警備、清掃業務委託料が主なものでござ

います。 

 次ページ、３２８、３２９ページを御覧ください。 

 ４目国民体育大会関連経費でございます。予算現額は２８１万円に対しまして支

出済額２０５万７,４４３円で、不用額は７５万２,５５７円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、７節報償費９７万１,１９０円は、正式競技、

デモンストレーションスポーツの各競技出場者への参加賞、尾鷲ヒノキ製コースタ

ーなどで、１０節需用費の消耗品費１９万９,６００円は、国体に向けた啓発グッ

ズなどの費用でございます。なお、７節報償費、８節旅費、１０節需用費につきま

しては、みえ森と緑の県民税市町交付金が全額充当されております。 

 １８節負担金、補助及び交付金７８万２,７３０円は、三重とこわか国体尾鷲市

実行委員会負担金で、主に会場案内看板やＰＲ用看板などの広報啓発費、総会、専

門委員会などに係る事務経費などに充当されております。不用額７４万２７０円に

つきましては、昨年度、かごしま国体が中止となったことなどに伴い、国体実行委

員会の現地視察が中止となったことなどによるものでございます。 

 以上で生涯学習課に関する決算の説明とさせていただきます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○南委員長  実績報告のほうはええんやね。分かりました。 

 ここで１１時まで休憩いたします。 

（休憩 午前１０時４９分） 

（再開 午前１１時０１分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 先ほど説明を受けました教育委員会所管の歳入歳出決算の審査に入りたいと思い

ます。 

 御質疑のある方は御発言をお願いいたします。 

○小川委員  ２点お聞かせください。 

 まず、総務課のほうの決算書の２９５ページ。教育振興費の中の１９節の扶助費
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のところで、先ほどお聞きしましたら、要保護が１名、準要保護が１４１名、大体、

生徒数の２０％ぐらいで推移しているんですかね、全国平均だと思うんですけれど

も。予算書と見比べた場合にちょっと不用額が多いんじゃないかなと思って、先ほ

ど給食費のことを言われましたけど、学用品費でも９０万ぐらい、九十二、三万違

うんですかね。これはどういう理由なのか、ちょっと教えていただけますでしょう

か。 

○森下教育総務課長  不用額につきましては、先ほど説明させていただいたよう

に、主なものとしては給食費のものがありました。そのほか、学用品費等につきま

しては、コロナの影響で校外活動に関する扶助というものもなくなりまして、そち

らのほうで約２３万円ぐらい。あと、新入学生に対する準備金というものもあるん

ですけれども、それも見込みより大幅に人が、来年というか、令和３年度の新入学

生というのが見込みよりも準要保護になる方が減ったということで、そちらのほう

で３６万ほどが不用額となっております。 

○小川委員  参考までに教えていただきたいんですけど、入学前に学用品、ラン

ドセルとかを買った場合に、後から出るという、そういう制度になったと思うんで

すけど、そういう方って、参考までに何人ぐらいおられましたでしょうか。 

○森下教育総務課長  令和２年度の決算額に反映されているものについては９名

になっております。 

○小川委員  ありがとうございます。 

 それで次に、実績報告書の１０３ページ、成人式がずっと中止になっていると思

うんですけど、この１月１０日が延期になりますが、これはいつやられるのか、ま

ずお聞かせください。 

○三鬼生涯学習課長  昨年度から延期になっております第６３回の成人式につき

ましては、１１月２０日を予定しております。来月になりましたら御案内通知のほ

うを発送させていただく準備を現在しておるところでございます。 

○小川委員  予算書の３０９ページなんですけど、そのときの記念品ですか、１

７万８,０００円と、あと報償費８４万１,０００円というのは、会に依頼したとき

の報償費と理解すればよろしいですか。 

○三鬼生涯学習課長  こちらの報償費につきましては、下の記念品代が成人式の

記念品ということで、実行委員会におきまして、タンブラーを記念品としたいとい

うことでそちらを作成しております。それは開催準備は整っておりましたので、記

念品としてはもう納品されておりますので、第６３回の成人式の際には対象者の方
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にお渡しする予定で今現在おります。 

○小川委員  ありがとうございました。 

○南委員長  他にございませんか。 

○濵中委員  予算書の２７８、２７９がまずなんですけれども、事務局費から教

育費・幼稚園費へ流用というところから始まって、それが小学校費のほうにも、２

８９ページで、幼稚園費、中学校費へ流用というのがあって、中学校費と幼稚園費

ではそれを受け入れた流用の備考欄があるんですけれども、これは違法ではない、

違法というか間違いではない話にしてでも、最初、幼稚園費のところで、流用で頂

いておりながら減額が発生していたりとか、ちょっと流れ的にどういった時系列と

いうか、行って出してのあたりがちょっと分かりにくいので、もう少し御説明いた

だけませんか。 

○森下教育総務課長  こちらのほうは人件費に関する流用になっていまして、総

務課のほうの所管の部分で流用されているということになっております。 

○濵中委員  ということは、人の出入りが途中であった加減というふうに理解す

ればよろしいですね。 

○森下教育総務課長  そのほか、職員手当と扶養とか、そういったものの手当の

部分でも変更があったらそこで移動になっていると思います。 

○濵中委員  最後、社会教育のほうの予算書の３２８、３２９、国体関連なんで

すけれども、結局は中止ということになりましたけれども、これまでプレ大会でオ

ープンウオーター、何度か現場を見せていただきました。その中で、県外から来ら

れる選手の方たちが、すごく周辺環境を含めて海の状況も褒めていただく場面が多

かったんですけれども、今回国体がなくなったということで、ここで全てオープン

ウオーターを閉じてしまうのか。せっかくそうやってあそこの場所のよさを認知し

てもらった、それを今後どのように、オープンウオーターに対して取組がされてい

くのかというあたりの方向性をお聞かせいただければと思います。 

○三鬼生涯学習課長  国体のほうが中止となりまして、今年度につきましては、

既に７月のほうでリハーサル大会を実施させていただきました。その際には、東京

オリンピックに出場された選手もこちらに来ていただいたということで、その中で

いろんな国内の有力選手、ジュニアの方もたくさん来ていただいておりますので、

また競技団体のほうと今後の意向も含めながら、継続も含めて検討してまいりたい

と思います。 

○濵中委員  ありがとうございました。 
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○南委員長  他にございませんか。 

○村田委員  ちょっとお伺いしたいんですが、奨学金の貸与事業、貸付事業、こ

れ、このとおりで３２８万、執行されておるんですけれども、これに間連してなん

ですけど、内訳、内容を書かれておりますけれども、１人当たりの貸付金額、これ

については検討の余地があるんじゃないかなと思うけれども、教育長、いかがでし

ょうか。 

○出口教育長  令和２年度から比べますと、若干今年は増えたところがあるんで

すが、やはりこれまで選考委員会の中でもたくさんの御意見をいただきまして、や

はりまだこの状況では、せっかくのこの制度が利用されていないというふうに私ど

もも判断をいたしますので、今後、さらにいろんな検討の余地がございます。それ

につきましては、募集時期ももっと早くするほうがよいのではないかといったこと

であるとか、それから、今、委員おっしゃられましたように、貸与金額を考えて人

数を減らせていくということも一つの方法だと思います。それから、せっかくうち

の中で、いわゆる５年尾鷲市の中で就業していただければ免除するという制度もご

ざいますので、それについてもある一定の猶予があって、例えば外に１年、２年出

ていただいた方がまた戻っていただいたときにどうなのかというような検討も、ま

た一度、この選考委員会の中でも、あるいは教育委員会の中でも検討していきたい

というふうに考えています。 

○村田委員  他市町の状況も見る必要があると思うんですけれども、これ、他市

町によっては様々取組があると思うんですけれども、今、教育長の言葉の中で、増

額して人数を減らすという言葉がありましたけれども、私は、それはちょっとおか

しいと思うんですよね。やはり今の現状を見ていきますと、なかなか借りに来る人

が少ないということで、私、今年の６月までおりましたから、審議委員会に、議論

されておりますけれども、やっぱり条件とか時期とかということを検討されるとい

うことでありますけれども、増額をして、しかも人数も増やすというような形でな

いと、それは貸付には貸付の項目もあって、いろいろな規約があって縛りもあるん

でしょうけれども、尾鷲市独自でおわせ人を育てる、そして尾鷲市の子供たちを育

てていくんだと、人材育成にもっと関わっていくんだと、寄与するんだということ

であれば、これは思い切った取組が私は必要だと思うんですね。 

 今、現実を聞いていますと、少ないと言っても、ＰＲ不足もあるでしょうけれど

も、額が少ないしねと言う方が、結構耳にするんですよね。やっぱりこれ、在学中

に、年額３０万でしょう、すると、年額３０万というと、ちょっとどうなのかなと
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いうところも結構あるわけなんです。ほかの大学とか高校へ行って下宿をしたりい

ろんなことをしていくと、この月々２万８,０００円、３万円で、果たしてそれが

本当に足しになるのかということを考えると、せっかく奨学金というものを出して

有効利用していただくのなら、それに見合う額というものをやっぱり考える必要が

あるのではないか。教育委員会としては、これはやっぱり真剣に考えてもらわんと、

少ないから、募集をしてもなかなか来ないからというんじゃなくて、来ないという

には来ない理由があると思うんですよね。募集の時期もありますけれども、やっぱ

り額というものもあると思うんですよね。ですから、その辺のところも考えていた

だいて、特に人材育成ということに力を置いていくのであれば、さらに強く取り組

んでいく必要があるのではないかなと思いますけれども、いかがですか。 

○出口教育長  ありがとうございます。やはり我々もせっかくこういう制度があ

って、大いに活用していただきたいということは、これは当然の願いでございます

ので、今、村田委員おっしゃったように、額も含めて、そのほかの方法でもさらに

アピールもする必要もございましょうし、そういった点も考えながら、またいろん

な御意見をいただきたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○村田委員  よろしくお願いしたいと思いますけれども、ぜひ早い時期にこうい

った改革というものを進めていただくよう、よろしくお願いいたします。 

○南委員長  先ほどの村田委員さんから奨学金の提起をされましたけれども、私

も村田委員同様に、金額を増やして人数を減らすような考え方というのは、僕は、

今の尾鷲市の状況に見合っていないような気がいたしておりますので、十分子育て

支援の一環としてでも慎重に言葉を選んで発言をしていただきたいと思います。 

 他にございませんか。 

○仲委員  決算書の２８５ページ、備品購入費とその上の使用料及び賃借料の学

校ＩＣＴ環境機器借上料の８７４万７,２００円の件と、資料のほうの学校ＩＣＴ

環境機器整備事業の中で質問をさせてもらいます。 

 実は、今日、大手新聞の第１面に、名古屋市だと思うんですけど、１万台ぐらい

のうちに１,３００台のパソコンに不具合が生じておると。当初の設置から、大体

４％ぐらいが不具合があるんやということで、メーカーは言いませんけど、ＧＩＧ

Ａスクール構想の中で、タブレット、もしくはコンピューター教室にパソコンが整

備されて、いよいよ子供たちにもパソコンになじんでいただくという方向がある中

で、特に機器の不具合、例えばスイッチを入れても電源が入らないとか、画面が真
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っ暗というような不具合は今のところ生じていないと思うんですけど、いかがでし

ょうか。 

○森下教育総務課長  教育委員会のほうには、そういった報告は各学校のほうか

ら来ていないです。 

○仲委員  それで安心しました。 

 もう一方、学習面の中で、今やっとタブレットを家庭に持って帰って操作が始ま

ったというお話があるんですけど、子供たちも先生も一生懸命にやっているという

様子がうかがえるんですけど、タブレットを操作した中で、学習面で子供たちが困

ったなとか、先生自身がやはり相互換の操作の中で困ったなというようなお話は、

教育委員会のほうには上がっておりませんか。 

○植前教育総務課学校教育調整監  今のところ、そういう声は聞いておりません。

各学校にＩＣＴの担当者もおりまして、研修会も何回も行っておりますので、まず

はそこへ相談というふうな形。あと、ＩＣＴ支援員が１名おりますので、その方に

も緊急的に来てもらったりというようなことで対応はすることはあるかも分かりま

せんけれども、今のところ困ったなというのは聞いておりません。 

○仲委員  これからどんどん子供たちも学習に取り入れていくという中で、やっ

ぱり子供たちの困り感とか、先生自身が困ったなというような情報が言えるような

雰囲気、聞き取りとか、いろいろ情報交換をぜひ教育委員会のほうでやっていただ

きたいと思いますけど、いかがですか。 

○植前教育総務課学校教育調整監  大変ありがたいお言葉で、おっしゃるとおり、

そういった体制も、学校内でもつくっていただくように、そして、教育委員会事務

局としてもいつでもそういう苦情とか心配事、そういったものも受け入れられるよ

うに、また、学校のほうにもお知らせをさせていただきたいと思います。ありがと

うございます。 

○小川委員  関連しまして、ＷｉＦｉ環境なんですけれども、これ、皆さん、Ｗ

ｉＦｉ環境が家にない子供たちもいると思うんですけど、独り親家庭とかＷｉＦｉ

環境が整っていないところがあると思います。その貸付というのは、前言ってた、

その点はどうなっているんですか。 

○植前教育総務課学校教育調整監  一度６月に調査をさせていただいて、委員会

で報告させていただきました。ちょっとあやふやなところもございましたので、ま

た９月に調査をかけさせていただきました。ネット環境がないところが１８世帯、

ＷｉＦｉの環境がないところが６世帯、合わせて２４世帯、これが持ち帰っても使
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えないというふうな状況でございます。その中で、おじいちゃん、おばあちゃんの

ところへ行って使えるよという世帯も９世帯ございますので、純粋に今使えないと

いうのが１５世帯でございます。そこの家庭につきましては、貸出しのモバイルル

ーター、それを貸与できることはできるんですが、契約を各家庭でしてもらわなく

てはなりませんので、ＳＩＭカードを入れてということで、そこのところについて

はまた学校のほうからも、その家庭に向けてお話を今後詰めていくというふうな形

になります。 

○小川委員  そのときの費用負担というのは教育委員会が持つんですか。 

○植前教育総務課学校教育調整監  その際は自己負担ということをお願いするこ

とになるかと思います。 

○小川委員  やはりそういうところって、先ほど言われた子育て世代というのが

ありますし、何とか市で持ってあげていただけないか。親の所得格差が本当に学力

格差につながっていくんじゃないかと危惧しますけど、その点はどうなんでしょう

か。 

○出口教育長  小川委員の今のお話にある心配事というのは我々も痛切に感じて

いるところなんですが、現時点では、ごく短期間の家庭の持ち帰り、例えば臨時休

校になったという場合でしたら短時間で契約をしていただくようにお願いをすると

いったこともございますし、また、タブレットそのものの学習が子供に適用するか

どうかというのもございますので、各地域では、家に持ち帰ってタブレットで学習

をする子供、あるいは学校へ登校してオンラインでやる子供というふうに、いわゆ

る選択制にしている学校もかなり増えてきておりますので、そこら辺りも勘案しな

がら当面はやっていきたいなというふうに考えています。 

 そして、これからずっと長い期間になっていきますと、教育委員会で費用を持つ

のがよいのか、あるいは家庭の中でいろいろ相談をいただいて、契約をしていただ

くようにするのがよいのか。特に高校におきましても、もうオンラインの授業がず

っと続いてきている中で、やはり小、中、高と社会人になってもそうだと思います

が、続けてこれからは必要になってくるのではないかという考え方の下で、我々と

しても家庭のほうにお願いをしていきたいというふうに今のところは考えておりま

す。 

○小川委員  やはり就学支援を受けている子供たちって小学校で２０％いるんで

すよね。そういう意味から考えてもやっぱり市で持つべきだと思うんですけど、ど

うなんでしょうかね。 
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○出口教育長  今のところ、そこはまだ今検討事項になっておりますので、そこ

の部分については、他市町の状況も見ながら検討していきたいというふうに思って

います。 

○南委員長  他にございませんか。 

 ないようだったら私のほうからちょっと１点、体育文化会館の管理について若干

お聞きしたいんですけど、決算書の３２７ページの需用費の中で、修繕費が２８９

万何がしが上がっております。先ほどの説明では修繕をしてくれたということなん

ですけれども、根本的な対策というのは、雨漏り対策というのは全くできていない

のが現状だと思います。この体育文化会館については、執行部のほうも耐震診断を

まずして、方向性を示すということでございますので、耐震診断についても最近立

ち消えになってしまって、本当に予算を組んでくれるのかなというようなことも

常々、僕は考えておるんですけれども。 

 先日、名古屋の友達がお天気テレビを見てお電話がかかりまして、体育館の赤さ

びは何とかならんかなというようなことで、やっぱりお天気レーダーで映るそうで

す。尾鷲市出身の方やもんで、ちょっと具合が悪いなというようなことで、ぜひと

もというようなお話があったのも現実でございますので、やはり根本的な解決をす

る意味では、まず耐震診断を僕はいち早く予算化すべきだと思うんです。 

 そういったことが１点と、それと、先般、知事選挙が行われました。選挙管理委

員会のほうに漏れ聞く話によると、大雨が降ったらどうしよう、あそこでできんの

やなというような、本当に単純というよりか、本当にごく普通の心配をされており

ますので、そういった意味で、やはり教育委員会としても執行部の尻をたたく意味

でも、いち早く耐震診断の、僕は、予算づけをすべきではないかなというのは本当

に思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○三鬼生涯学習課長  公共施設の耐震計画を含めた整備の中で、今後の方向性と

しましては、耐震診断というふうな形で取り組んでいきたいと考えておりますので、

予算化に向けて努力していきたいと思います。 

○南委員長  これ以上はもう。 

○三鬼議長  決算書の２７８、２７９の１項教育総務費、それから、２目事務局

費の中にあって、先ほど主要施策の成果及び実績報告書の９８ページにある魅力あ

る学校づくり推進事業なんですけど、議会、委員会においても、賀田小学校、輪内

中学校等々も視察させていただきまして、賀田小学校なんかは学校の先生共々案内

を英語で書いたりとか、それから輪内中学校においては、英語劇を取り入れたりと
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かというようにかなり進んでおって、この件につきましては、岩田前市長、二村前

教育長に、もともとが小さい学校の存続という意味で、特徴ある学校づくりという

提案からこういったのを導入していただいたんですけど、先ほどタブレット等の話

も聞いておって、将来、これからの教育の中にはタブレットで、いわゆる通信とい

うか、通信の中で英語等々も導入もされていくのではないかなと思うときに、費用

対効果的には三重大学の協力の下、非常に効果を上げておるんですけど、教育委員

会として、これの成功例を見据えた上で、固定のこういった英語指導員というか、

全学校に広めていくということを踏まえて、三重大学と共々にやりながら、それか

ら、地元のこういった指導的役割を果たすような教員とか講師とかというのを育て

ていって、そういった展開をしていくという気はないんですか。ここまで何年かの

実績からいくと、実績がかなり上がってきておると思うんですけど、そういったこ

とは議論はされていないんですか。 

○植前教育総務課学校教育調整監  三重大との連携の事業なんですけれども、今

年度で一旦終了というような形を取っております。こういった取組を通して、それ

を市内の小中学校へ発信していく、そういうことで広げていこうというふうな取組

をしておりますし、今後もそれを基に広げていくというような考えでおるところで

す。 

 今年度はもう最終の年度でありますので、一旦小学校のほうでは、今後、台湾の

小学校とネットで通信をしながら、小学校６年生の子供たち、台湾の子供と賀田小

の６年生の子供たちが英語でやり取りをする。自分のところの地域の紹介をしたり

とか、いろんなテーマで今検討中なんですけれども、そういったことでまとめに変

えていくというふうなことで考えております。 

○三鬼議長  その場合、先ほどタブレットの中で、ＩＴ機器についてはそれなり

にできる方もいるということでしたけど、こういった英語の、ＡＬＴ、本市もこれ

まででも設置というか、そういった形でやってきておりますけど、特にこういった

事業を普及させようと思ったら、本市の小学校、中学校の中に巡回しながらでもこ

ういった講師というのかな、こういった方を育てるというか、設置するということ

のほうがもっといいのではないかなと思って、そういった考えはないんですか。そ

ういった予算請求を私はするべきだと思うんですけど、いかがですか。 

○出口教育長  今、議長の言われたことにつきまして、我々も、やはりせっかく

賀田、輪内の中でそういうものがつくられてきておりますので、何とかぜひ市内全

体に広げていきたいという気持ちは全く同じでございますので、今おっしゃられた
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ことも含めまして検討していくということになると思いますが、今現在、賀田小学

校で１年間、２年間実践を積んだ方が、今、教育研究所のほうへ行ってもらって、

そこでさらに研究を深めていただいております。その方が今後、これから市内の小

中学校へ回っていただいて、やはり英語教育、英語活動の楽しさといいますか、そ

ういったものを広げていくというようなことも今現在進行中でございますので、そ

のことも付け加えておきたいと思います。 

○三鬼議長  委員会の世話で視察に行った、当時、南委員長やね、賀田小学校、

行ったときも、子供たちがブロークンというか、グローカルな英会話をこなれてお

るような状況だったので、これ大人よりかも、我々よりかも恥ずかしくなく、単語

ですけど、そういうのをさらっとしゃべれるぐらい定着しておったように受け止め

ましたもんで、やっぱりこの芽は広げていって、やっぱりおわせ人づくりというか、

尾鷲っ子については、将来的に英会話とかそういったのが、日常会話ぐらいはみん

なできるぐらいの子育て、子供づくりをやっているというようなところまで私は行

くべきだと、せっかく過疎になってきておるんですから、特徴あるまちづくり、学

校づくりという中では怠らずにこういうのを強化していくべきだと思うんですけど、

そういったこともお願いしていきたいと思うんですが、いかがですか。 

○出口教育長  昨年度の報告書の中には、やはり子供たちが非常に英語が楽しい

というアンケートがほとんど、九十何％という高率でございますし、そして、先生

方から見ても、子供たちが生き生きしている、英語を使いながら生き生き活動して

いる。もう一つは、先生の中にも、指導が当然頭にあると思いますけれども、先生

自体も自分でＣＤを用意して、通勤途上で聞いて勉強しているという方もみえてお

りますし、そういった中で、子供も教師も含めて、やはりこれからの時代を見据え

れば、英語ができるということは、これは大変よいことだと思いますので、今議長

がおっしゃったように、何とか広げていきたい、大切にしていきたいというふうに

考えています。 

○三鬼議長  私、教育者でも何でもないもんであれなんですけど、多分、私は、

自分は手後れだったなと思うんですけど、子供の時代に漢字を覚えたりとか、日本

語の読み書きであるとか内容を勉強するんだったら、英語のスペルと内容をするほ

うがもっと単純明確に覚える、日本語に比べるというと、それは日本語の多様性と

いうか、判断というか、あるいは広いところがありますけど、漢字とかそういった

のは。英語のほうが、割かしそういったところは単調に明確なところがあろうかと

思うもんで、子供たちにとれば、漢字とか漢字の内容を覚えるよりかももっと簡単
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ではないかなと思います。簡単と言ったらおかしいですけど、日常語じゃないもん

で、無理ではないとは思うのでどんどん強化してほしいなと思います。 

○南委員長  答弁はよろしいですか。 

 他に議案５４号について質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、教育委員会所管の歳入歳出の決算の認定につい

ての議案第５４号の審査は終了いたします。 

 ここで、特にその他のほうは設けていないんですけれども、中村レイ委員から特

に発言を求められておりますので、少しなんですけれども許可いたしたいと思いま

すので、簡潔にお願いいたします。 

○中村委員  ありがとうございます。 

 どうしてもちょっと聞きたいことがあったので、教育委員会のほうにお尋ねした

いと思うんですけれども、今回、尾鷲の学校給食センターの設計のプロポーザルの

公告が出たんですけれども、まず、公告といろいろあるんですけど、公告の中の参

加資格要件というのがありまして、まずいろいろな要件の中で、同種の業務という

のと類似の業務という、それをしていると参加資格がありますよという中に、基本

設計、又は実施設計業務という文言があるんですけれども、基本設計と実施設計業

務の違いを説明していただけますか。 

○森下教育総務課長  基本設計業務というものは、実施設計を行う前に基本的な

設計を行って、それを基に実施設計業務というのを行うというふうに私は認識して

おります。 

○中村委員  お答えいただいたとおりなんですけど、内容の違いについて御存じ

ですか。 

○森下教育総務課長  すみません。私の認識では、基本設計というものは大分大

まかなもので、実績はそれを細かく積み上げて金額等を出していくものというふう

に認識しています。 

○中村委員  お答えいただいたとおりなんですけれども、これの設計の仕様書と

いうのがあるんですけれども、その中に、工事内訳書及び数量計算書ってあるんで

すよ。これが、要するに、実施計画書の中には数量計算書というのが含まれてくる

んです。そやから、今回のプロポーザルを公告するに当たった場合に、基本設計ま

たは実施設計業務をされた業者を選ぶんじゃなくて、基本設計及び実施設計業務の

実績があるところを募集されるべきやったんですよ。そやから、ここに「または」
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じゃなくて「及び」と書かれるべきやったと、まず思います。 

 それと、次に実施要領というのがあるんですけれども、それの１、実施の目的の

中に、「現在、尾鷲市唯一の給食未実施校である尾鷲中学校について、尾鷲小学校

を配送可能な共同調理場に増築・改修し尾鷲小学校からの配送により給食を実施す

る方針を決定しています。」ではなく、「方針としています」と書くべきではない

かと思います。まだ最終の予算決定が行われていないのに、「決定しています」と

いうのをこの文章で要領の中に書かれているのはどうかなというのと、それから、

下から１１行目、現在の給食室が約５０センチの津波浸水深地域であるという、こ

れが懸案事項として書いてあるんですけれども、ここは、５０センチの津波浸水域

というのはおかしいんですよ。津波というのは、映像でよく御覧になると思うんで

すけど、道をがーっと上がってきて、車ががらがらがらがらって流れるように、津

波というのは１１メーターの高さのブロックの波が何キロというスケールで押し寄

せてくるものであって、１１メートルの高さの波がひゅーって来てひゅーって帰る

ものではないんです、全く。そやから、この認識が違うので、この書き方はまずお

かしいです。 

 それから、下から３行目、意見調整能力、問題解決能力って求めているんですけ

れども、プロポーザルの実施者に、誰に対しての意見調整なのか、問題解決能力な

のかが書かれていないです。 

○南委員長  中村委員、よろしいですか。今の細かいプロポーザルの募集要項の

いろんな御指摘をされたわけなんですけれども、やはり細かい部分につきましては、

本決算審査の議案審査に全く入っていないということで、私が理解したのは、プロ

ポーザルに対しての教育委員会としての考え方をお聞きしてくれるのかなというよ

うな感じで特に発言を許したということでございますので、細かい発言については、

今日のこの場の決算審査委員会ではふさわしくないのでお願いいたします。大きな

意味ではオーケーです。 

○中村委員  委員長、分かりました。 

 私がどうして細かいことを言ったかと言いますと、こういうことを、最初のプロ

ポーザルの設計を認めてくれって議会のほうに出すときに、こういうことを言って

いただきたいと思うんですよ。これ、はっきり言って、こういうプロポーザルをさ

れるということは非常に恥ずかしいことなんです。ですから、どうしてこういうも

のを出される前に、それで特に、最後の尾鷲中学校給食基本計画というのはこれは

いつつくられたのかなって。策定年月日も入っていないんですよ。こういうのが引
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っつけられて出されて、それで中学校にエレベーター、人が乗れる、そして大きな

配送のコンテナが乗れるようなものを配置するみたいなことが書かれていて、そう

いう説明って私たちは受けましたっけ。ダムウエーター、食器とか食缶を運ぶとい

うのは受けたと思うんですけれども、こういう、人まで乗れて、すごく大きなエレ

ベーターがつくということももちろん説明されていないと思うので、細かいことを

申し上げたのは、そういう中身を全く知らさずに、ぽんってこういうのを公募され

るというのが大丈夫ですかと思ってお聞きしました。お返事を聞かせてください。 

○南委員長  既に予算は認められて執行中でございますけれども、やはりしっか

りした説明責任というのは必要なんじゃないかなというようなことで、私もそのよ

うに考えておりますし、スケジュールを見ますと、一応計画提案の締切りが１０月

６日、それと、二次審査が１０月１５日に予定してある。結果の通知が最終的には

１０月２０日を予定しておるということでございますので、できたらその時期を見

て委員会のほうへ委員会を開催して、また報告をしていただきたいと、そのように

考えておりますので、今日はそれで御理解をお願いいたします。 

 では、教育委員会の審査を終了いたします。ありがとうございました。 

 給食のため休憩いたします。午後は１時から開催いたします。 

（休憩 午前１１時４２分） 

（再開 午後 ０時５９分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 次に、議案第５７号、令和２年度尾鷲市病院事業会計決算の認定についてで、病

院事務長から説明を求めたいと思います。 

○佐野総合病院事務長  尾鷲総合病院でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５７号、令和２年度尾鷲市病院事業会計決算の認定につきまし

て御説明いたします。 

 決算書の１、２ページを御覧いただきたいと思います。通知いたします。 

 それでは、まず、病院事業会計決算報告書でございますが、（１）収益的収入及

び支出の収入の部分でございます。 

 第１款病院事業収益におきましては、予算額合計４３億５,２４０万２,０００円

に対しまして決算額は４４億８,１３３万６,５６１円で、予算額に比べ１億２,８

９３万４,５６１円の増であります。 

 内訳といたしまして、第１項医業収益は、予算額合計３２億９,２４１万８,００
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０円に対しまして決算額は３３億２０６万３８４円で、予算額に比べ９６４万２,

３８４円の増でございます。 

 第２項医業外収益は、予算額合計１０億５,３６８万円に対しまして決算額は１

１億７,２９４万８,８２３円で、予算額に比べ１億１,９２６万８,８２３円の増。 

 第３項特別利益は、予算額合計６３０万４,０００円に対しまして決算額は６３

２万７,３５４円で、予算額に比べ２万３,３５４円の増であります。 

 続いて、支出でございます。 

 第１款病院事業費用におきましては、予算額合計４０億２,１４２万７,０００円

に対しまして決算額が３９億６,１２０万２,８３０円で、不用額は６,０２２万４,

１７０円であります。 

 内訳といたしまして、第１項医業費用は、予算額合計３８億６,５６３万５,００

０円に対しまして決算額は３８億７８５万９,５２５円で、不用額は５,７７７万５,

４７５円であります。 

 第２項医業外費用は、予算額合計１億４,１７９万２,０００円に対しまして決算

額は１億４,０１４万３,３０５円で、不用額は１６４万８,６９５円であります。 

 第３項特別損失は、予算額合計１,４００万円に対しまして決算額は１,３２０万

円で、不用額は８０万円です。 

 次に、３ページ、４ページのほうを御覧ください。 

 （２）資本的収入及び支出の収入でございます。 

 第１款資本的収入におきましては、予算額合計３億７,１３１万９,０００円に対

しまして決算額は３億７,１３７万８,０００円で、予算額に比べ５万９,０００円

の増であります。 

 内訳といたしまして、第１項企業債は、予算額合計１億５,９５０万円に対して

決算額は同額の１億５,９５０万円。 

 第２項負担金は、予算額合計１億９,９８３万円に対しまして決算額はこちらも

同額の１億９,９８３万円であります。 

 第３項投資返還金は、予算額合計１,０００円に対しまして決算額はゼロ円で、

予算額に比べ１,０００円の減でございます。 

 第４項寄附金は、予算額合計が１,０００円に対しまして決算額はゼロ円、予算

額に比べ１,０００円の減。 

 第５項補助金は、予算合計１,１９８万７,０００円に対しまして決算額は１,２

０４万８,０００円で、予算額に比べ６万１,０００円の増であります。 
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 次に、支出です。 

 第１款資本的支出におきましては、予算額合計５億１,８２８万１,０００円に対

しまして決算額は５億５４１万４,４０４円で、不用額は１,２８６万６,５９６円

であります。 

 内訳としましては、第１項建設改良費が、予算額合計１億８,０７７万１,０００

円に対しまして決算額は１億７,５７４万１,４８２円で、不用額は５０２万９,５

１８円です。 

 第２項企業債償還金は、予算額合計３億２,７５６万円に対して決算額は３億２,

７５５万９,０２２円で、不用額は９７８円です。 

 第３項投資は、予算額合計９９５万円に対しまして決算額は２１１万３,９００

円で、不用額は７８３万６,１００円であります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億３,４０３万６,４０４円は、

全額一時借入金で措置をいたしました。 

 続いて、５ページ、６ページを御覧いただきたいと思います。 

 病院事業会計損益計算書です。 

 １、医業収益の（１）入院収益は１９億５２万８２７円、（２）外来収益は１３

億６９６万３,００５円、（３）健診収益は２,８７２万９,８４５円、（４）その

他医業収益は５,７８３万４,５６６円で、医業収益合計は３２億９,４０４万８,２

４３円であります。 

 ２、医業費用の（１）給与費は２２億３,１４０万８,６８６円、（２）材料費は

６億６,６７４万８,５７３円、（３）経費は６億５,２０６万９,９８０円、（４）

減価償却費は１億８,２０２万４,７１２円、（５）資産減耗費は１,０３７万８,４

１０円、（６）研究研修費は４２３万４,８５２円で、医業費用合計は３７億４,６

８６万５,２１３円で、医業収益から医業費用を差し引いた医業損失は４億５,２８

１万６,９７０円であります。 

 ３、医業外収益、こちらの（１）負担金は２億２,５１７万円、（２）補助金は

７億２,４７３万５,７１８円、（３）寄附金は５３万円、（４）患者外給食収益は

８８万３,３９１円、（５）長期前受金戻入は２億２７１万９,７２９円、（６）そ

の他医業外収益は１,７６２万７,２０４円で、医業外収益合計は１１億７,１６６

万６,０４２円であります。 

 続いて、４、医業外費用の（１）支払利息及び企業債取扱諸費は４,９７９万８,

６３５円、（２）患者外寝具賃借料は４４万１,６５０円、（３）雑損失は５０２
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万３,９４０円、（４）雑支出は１億３,９６３万９,９７０円。医業外費用の合計

は１億９,４９０万４,１９５円で、医業外収益から医業外費用を差し引いた収支は

９億７,６７６万１,８４７円となり、医業損失を差し引いた経常利益は５億２,３

９４万４,８７７円であります。 

 ５、特別利益の（１）過年度損益修正益は１２万３,３５４円、（２）その他特

別利益は６２０万４,０００円で、特別利益の合計は６３２万７,３５４円でありま

す。 

 ６、特別損失の（１）災害による損失は１,２００万円で、特別利益から特別損

失を差し引いた収支がマイナス５６７万２,６４６円でございます。 

 経常利益に特別利益と特別損失を加味した当年度純利益は５億１,８２７万２,２

３１円で、これに前年度繰越欠損金２８億６,７１２万９７２円を加えた当年度未

処理欠損金は２３億４,８８４万８,７４１円となり、この額を翌年度に繰越しする

ものでございます。 

 次に、７ページ、８ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 剰余金計算書について御説明をいたします。 

 資本金は、前年度末残高と同額の２億８５万６,０９５円です。 

 次に、資本剰余金の受贈財産評価額、寄附金及び国県補助金は、前年度末残高と

同額のそれぞれ３,１３０万９,４１２円、１,８２７万６,６５０円、１億６,６９

６万３,７６２円でございます。その他資本剰余金は、非償却資産分に係る一般会

計からの元金償還繰入金１,１３１万７,０００円により、当年度末残高は２６億９

２９万７,４２１円でございます。 

 これらを合計した資本剰余金の当年度末残高は２８億２,５８４万７,２４５円で

あります。 

 次に、利益剰余金は、当年度純利益５億１,８２７万２,２３１円により、当年度

末残高はマイナス２３億４,８８４万８,７４１円であります。 

 次に、７ページのほうの下段、欠損金処理計算書について説明いたします。 

 いずれも当年度処分額はございませんので、それぞれの処分後残高は、資本金が

２億８５万６,０９５円、資本剰余金が２８億２,５８４万７,２４５円、未処理欠

損金がマイナス２３億４,８８４万８,７４１円であります。 

 次に、９ページから１１ページまでの貸借対照表について説明いたします。 

 まず、９ページ、資産の部でございます。 

 １、固定資産の（１）有形固定資産は、イ、土地、ロ、建物、ハ、構築物、ニ、
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器械備品、ホ、車両、ヘ、その他有形固定資産のそれぞれの資産額合計９１億４,

３６６万８,４００円から、減価償却累計額の合計６３億７２３万６,７３１円を差

し引いた有形固定資産合計は２８億３,６４３万１,６６９円であります。 

 （２）無形固定資産は、イ、電話加入権、ロ、その他無形固定資産で、合計が３

２７万９,２００円でございます。 

 （３）投資その他の資産は、イ、学資貸与金６３０万円、ロ、その他の投資５万

２,６６０円で、合計６３５万２,６６０円です。 

 これら固定資産合計は２８億４,６０６万３,５２９円であります。 

 次に、２、流動資産は、（１）現金預金３,３２１万６,９１９円、（２）未収金

は８億１万４,０２４円から貸倒引当金４５９万４,５６０円を差し引いた７億９,

５４１万９,４６４円、（３）貯蔵品３,８４８万２３２円で、流動資産合計としま

しては８億６,７１１万６,６１５円であります。 

 固定資産、流動資産を合わせた資産合計は３７億１,３１８万１４４円でありま

す。 

 １０ページのほうを御覧ください。 

 負債の部でございます。 

 ３、固定負債の（１）企業債は、イ、建設改良費等の財源に充てるための企業債

１５億１,０１２万５,５３０円、ロ、その他の企業債４,２０８万７,０００円で、

企業債合計は１５億５,２２１万２,５３０円で、令和４年度以降に償還予定の企業

債元金であります。 

 （２）引当金、イ、退職給付引当金は４億４,２４８万２,４３０円で、固定負債

合計は１９億９,４６９万４,９６０円であります。 

 ４、流動負債の（１）一時借入金は１億４,０００万円、（２）企業債、イ、建

設改良費等の財源に充てるための企業債３億４,３４８万５,９０８円、ロ、その他

の企業債５６３万２,０００円は、令和３年度に償還予定の企業債元金であります。 

 （３）未払い金は１億７,２１９万６,７６７円、（４）引当金は、イ、賞与引当

金が１億８７５万７８８円及びロ、法定福利費引当金が２,０９９万７,３８０円で、

引当金合計は１億２,９７４万８,１６８円です。 

 （５）その他流動負債は１,９３４万４,９０４円で、流動負債合計は８億１,０

４０万７,７４７円であります。 

 ５、繰延収益は（１）長期前受金が３８億３,５０６万５８円。これから収益化

累計額３６億４８３万７,２２０円を差し引いた２億３,０２２万２,８３８円であ
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ります。 

 固定負債、流動負債、繰延収益を合わせた負債合計は３０億３,５３２万５,５４

５円であります。 

 続いて、１１ページのほうを御覧ください。 

 資本の部でございます。 

 ６、資本金は２億８５万６,０９５円。 

 ７、剰余金の（１）資本剰余金は、イ、受贈財産評価額３,１３０万９,４１２円、

ロ、寄附金１,８２７万６,６５０円、ハ、国県補助金１億６,６９６万３,７６２円、

ニ、その他資本剰余金が２６億９２９万７,４２１円、これらを合計した２８億２,

５８４万７,２４５円であります。 

 （２）欠損金は、イ、当年度未処理欠損金と同額の２３億４,８８４万８,７４１

円となり、これを資本剰余金から差し引いた４億７,６９９万８,５０４円が剰余金

合計であります。 

 資本金と剰余金を合わせた資本合計は６億７,７８５万４,５９９円。負債と合わ

せた負債資本合計は３７億１,３１８万１４４円で、先ほど資産の部で御説明しま

した資産合計額と同額であります。 

 次に、１２ページのほうを御覧ください。 

 今回の決算及び財務諸表作成に当たっての会計処理の基準及び手続を記載してお

ります。 

 主なものについて説明申し上げます。 

 Ⅰ、重要な会計方針に係る事項に関する注記につきましては、１、資産の評価基

準及び評価方法として、貯蔵品は先入れ先出し法による原価法を適用しております。 

 ２、固定資産の減価償却の方法として、有形固定資産は定額法を適用しておりま

す。 

 飛ばして４、引当金の計上方法としまして、（１）退職給付引当金は、職員の退

職手当の支給に備えるため、毎事業年度末における退職手当の要支給額に相当する

額を計上するものであります。 

 なお、当事業においては平成２５年度末までの引き当てがないことから、地方公

営企業法施行規則附則第５条第１項に基づき、平成２６年度を初日の要支給額を平

成２６年度から１５年間で分割して計上しております。 

 平成２６年度初日の要支給額が１１億１,２０９万１,１７１円であるため、平成

２６年度から令和９年度までは、１年当たり７,４１３万９,４１２円を引き当て、
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令和１０年度は７,４１３万９,４０３円を引き当ていたします。 

 （２）賞与引当金及び法定福利費引当金は、職員の期末・勤勉手当の支給及び法

定福利費の支払いに備えるため、当事業年度末における支給（支出）見込額に基づ

き、当事業年度の負担に属する額を計上しております。 

 次に、１３ページを御覧ください。 

 （３）貸倒引当金は、債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等に

よる回収不能見込額を計上しております。 

 ５、その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項として、消費

税及び地方消費税の会計処理については、予算は税込処理、財務諸表は税抜処理と

しております。 

 Ⅱ、貸借対照表等に関する注記につきましては、１、企業債の償還に係る他会計

の負担は、貸借対照表に計上されている企業債のうち、他会計が負担すると見込ま

れる額、これが１１億３,０５８万８,０００円でございます。 

 ２、引当金の取崩しは、（１）賞与引当金として１億１,５７９万４,１６４円を、

（２）法定福利費引当金として２,２８２万３,１７３円を、（３）貸倒引当金とし

て１４８万４,０５１円をそれぞれ取崩しいたしました。 

 以上が令和２年度尾鷲市病院事業会計の決算説明でございます。 

 次に、決算附属書類について御説明をいたします。 

 １４ページのほう、こちらのほうには総括事項が記載しております。 

 続いて、１５ページ、こちらが議会議決事項及び行政官庁認可事項を記載してお

ります。 

 続いて、１６ページのほうでございますが、こちらが職員に関する事項で、（１）

職種別職員増減表。１７ページから１８ページにかけてあるのが、（２）部門別職

員構成表でございます。総職員数については２８１名でございます。 

 １９ページのほうを御覧いただきたいと思いますが、まず、上段、こちらが１０

０万円以上の建設及び改良工事の概況を記載しております。 

 下段の業務量のほうですが、（１）稼働状況につきましては、入院及び患者数が

前年度に比べ１万４,０９１人減の５万２,０８７人、外来延べ患者数が前年度に比

べ８,１６１人減の８万５,１０４人でございます。 

 また、病床利用率は、一般病床で５３.２％、療養病床で６５.８％、合計５６％

でございまして、前年度に比べ１４.９ポイント減少しております。コロナ禍の影

響が出ているものと考えております。 
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 ２０、２１ページのほうを御覧ください。 

 こちらが科別患者取扱状況を記載しております。 

 ２２ページのほうを御覧ください。 

 事業収入に関する事項でございます。 

 事業収入の合計は４４億７,２０４万１,６３９円で、前年度に比べ２億２,１８

５万４,８４９円の増であります。 

 この増の主な理由としましては、入院収益、外来収益等の医業収益では４億５,

９６７万１,９５１円の減となっておりますが、医業外収益の特に補助金で、新型

コロナウイルス感染症対策事業補助金等の国県補助金の交付により６億８,５０７

万４,７１８円の増となったことによるものであると思います。 

 ２３ページは、３の事業費に関する事項でございます。 

 事業費の合計は３９億５,３７６万９,４０８円で、前年度に比べ２億３,２５１

万４,２７４円の減であります。 

 この減の主な理由としましては、前年度に比べ、給与費で９,０５０万６,８８４

円、材料費が７,１８３万１,５９１円、経費が２,１８８万８８６円、それと、下

のほうにありますが、災害による損失で３,２４０万２,０００円の減となったこと

などによるものでございます。 

 ２４ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 ４、科別診療報酬調定に関する事項で、科別の診療報酬は記載のとおりでござい

ます。 

 ２５、２６ページのほうを御覧ください。 

 まず、２５ページの１、重要契約の要旨について御説明いたします。 

 （１）医療器械等の購入は、Ｘ線一般撮影装置、腹腔鏡下手術システム、オート

無散瞳眼底カメラ、それと搬送車、人工呼吸器などの購入、更新などが主なもので

ございます。 

 （２）委託契約等は、警備等業務、清掃・洗濯業務、給食業務、医療事務業務、

電子カルテ保守委託、これらが主なものでございます。 

 ２７ページのほうを御覧ください。 

 ２、企業債及び一時借入金の概況であります。 

 （１）企業債は、前年度末残高２０億６,９３８万９,４６０円、本年度借入高１

億５,９５０万円、本年度償還高３億２,７５５万９,０２２円、本年度末残高１９

億１３３万４３８円で、前年度と比べ１億６,８０５万９,０２２円の減であります。 
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 （２）一時借入金、本年度末残高が１億４,０００万円で、前年度と比較しまし

て２億１,０００万円の減でございます。 

 次に、３、現金・預金保管に関する事項であります。 

 紀北信用金庫古戸支店に普通預金３,００６万６,９１９円、同じく普通預金で３

００万円、病院総務課に時間外等の会計窓口釣銭用現金１５万円で、合計が３,３

２１万６,９１９円でございます。この金額は、９ページ、貸借対照表、流動資産

の（１）現金預金額と一致しております。 

 ２８ページのほうを御覧ください。 

 ４、未収金明細書です。 

 医業未収金５億５,０２４万５,３２３円、医業外未収金が２億３,５７６万７０

１円、その他未収金１,４００万８,０００円で、合計８億１万４,０２４円であり

ます。 

 下段は、５、貯蔵品明細書でございます。 

 薬品が１,３３１万３,８８２円、診療材料が２,５１６万６,３５０円、合計３,

８４８万２３２円で、前年度と比べて２８１万７,０５６円の減であります。 

 ２９ページは、６、未払金明細書でございます。 

 医療未払金１億６,５９６万２４０円、医業外未払金３２４万１２７円、その他

未払金２９９万６,４００円で、合計１億７,２１９万６,７６７円であります。 

 ７、その他につきましては、一般会計負担金等の充当先を記載しております。 

 ３０、３１ページのほうを御覧ください。 

 こちら、キャッシュ・フロー計算書です。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローが３億８,５０４万７,６５１円。 

 ２、投資活動によるキャッシュ・フローが１,５７２万７,７１７円。 

 ３、財務活動によるキャッシュ・フローがマイナス３億７,８０５万９,０２２円

となり、本年度は、前年度と比較して２,２７１万６,３４６円の増であります。 

 資金期末残高は３,３２１万６,９１９円で、貸借対照表、流動資産の現金預金と

一致しております。 

 ３２ページから３６ページが収益費用明細書、それと、３７ページから３８ペー

ジが資本的収支明細書を記載しております。 

 ３９ページが有形固定資産明細書、無形固定資産明細書、投資その他の資産明細

書でございます。 

 ４０ページが企業債明細書となっております。令和２年度に発行したものは、表
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の下段４件でございます。 

 決算書の説明、簡単ですが、これで終わらせていただきます。 

 引き続き病院総務課長、それと課長補佐のほうから資料の説明をさせていただき

ます。よろしくお願いします。 

○高浜総合病院総務課長  それでは、資料の説明をさせてもらいます。通知いた

します。 

 お手元の資料、１ページをお願いします。 

 こちらは、令和２年度の入院の診療科別の診療報酬でございます。 

 令和２年度は令和元年度と比べて、主に内科、外科で患者数と診療報酬ともに減

少しております。これが病院全体の医業収入の減の要因となっております。 

 下段の表は、一般病床と療養病床の比較でございます。単純比較ですけど、一般

病床において、令和元年度の延べ患者数５万３,１６２人に対し診療報酬が１８億

３,４１５万３,９９２円であったため、これを患者単価に置き換えますと３万４,

５０１円となります。令和２年度では、延べ患者数３万８,６４１人に対して診療

報酬が１４億８,９４４万６,９５３円でありましたので、同じように、患者単価は

３万８,５４５円となりますので、約４,０００円ぐらいのＤＰＣの効果があったと

考えております。 

 それでは、２ページをお願いします。 

 こちらは、外来の診療科別の診療報酬の前年度比較になります。 

 精神科以外は全て患者数が減となっております。診療報酬におきましても、産婦

人科以外は全て減となっております。入院、外来ともに大きく診療報酬を減らして

おりますけど、大きな要因は、新型コロナウイルス感染症の影響によって病院への

通院を控えた結果と考えております。 

 それでは、３ページをお願いします。 

 こちらは、医療機器と施設設備の修繕の前年度比較の表でございます。 

 上段、医療機器の修繕は、透析機器点検修繕をはじめ２,０８２万５２０円で、

前年度より約２５０万の減。下段の施設設備関係の修繕は、一般排水送風機修繕を

はじめ１,８４３万４,１０５円で、前年度より約１３０万の減となっております。 

 ４ページをお願いします。 

 こちらは賃借の内訳となります。 

 駐車場、その他におきましては、前年度に比べ約４３万の減、寝具患者衣布団等

におきましては、約１４０万の減となっております。医師住宅賃借におきましては
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約４７万の減、在宅酸素賃借料におきましては１３５万２,７００円の増、医療機

器賃借料におきましては１０７万４,０２０円の減、その他賃借としまして３,４０

０円の減となっております。 

 続いて、５ページをお願いします。 

 こちらは委託料の内訳でございます。 

 医療事務委託は約１４０万の増となっております。こちらは人件費の上昇分と委

託の日数が多かった要因でございます。院内業務委託の中で特に大きな給食業務は、

入院患者の減少が主な要因でございます。医療機器保守委託は全体で８３万４,０

００円の増額、建物設備保守委託は全体で８万５,８１５円の増額、コンピュータ

ー保守委託は全体で８２３万８,０００円の減額、その他委託で５４５万６,５５６

円の減額となっております。 

 ６ページをお願いします。 

 こちらは決算書９ページの貸借対照表の流動資産の貯蔵品の内訳となります。 

 薬品の在庫は、薬品倉庫、検査室倉庫、検査室、病棟ほかで１,３３１万３,８８

２円分。診療材料として、ＳＰＤ倉庫、病棟ほかで２,５１６万６,３５０円となっ

ております。 

 ７ページをお願いします。 

 こちらは新型コロナウイルス感染症関係の補助金の一覧でございます。 

 ①新型コロナウイルス感染症対策事業補助金は、補正予算の審議時に説明いたし

ましたが、前年度はその他の医療機関としての指定であったため、単価４万１,０

００円に延べ１万２,６３３床を掛けて５億１,７９５万３,０００円となっており

ます。 

 ②インフルエンザ流行期における発熱外来診療体制確保支援事業補助金１,０６

５万９,０００円は、当院は発熱患者を他の患者さんと動線を分けて個別に対応し

ているため、この補助事業の対象となりました。基準単価が１万３,４４７円で算

定人数を掛けております。 

 ③インフルエンザ流行期における新型コロナウイルス感染症疑い患者を受け入れ

る救急・周産期・小児医療機関体制確保事業補助金２,２００万円と、④三重県新

型コロナウイルス院内感染防止対策等事業補助金５,０００万円につきましては、

既決予算の経費に充当しております。 

 ⑤新型インフルエンザ等患者入院医療機関等設備整備事業補助金１,６５６万の

うち１,４５０万円は個人防護具の購入、２０６万円分は資本的収支、いわゆる余
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剰予算へ充当して、救急出入口の検温用のサーモセンサーと発熱患者用の簡易診察

室を購入しております。 

 ⑥新型コロナウイルス感染症患者等入院医療機関等設備整備事業補助金１,０２

０万２,０００円のうち２１４万円を簡易ベッドの購入として、９９８万８,０００

円を、こちらも資本的収支に充当して、人工呼吸器を購入しております。 

 ⑦新型コロナウイルス感染症患者等入院受入医療機関緊急支援事業補助金２,３

９７万８,０００円は、人件費や経費に充当しております。 

 ８ページをお願いします。 

 こちらは尾鷲市債権の管理に関する条例に基づいて債権放棄したものを尾鷲市債

権の管理に関する条例施行規則第７条の規定に基づいて報告するものでございます。 

 一番下にありますけど、２９４人、１,１３４件の２,５２５万６,６７８円を債

権放棄するもので、これらは全て過去の決算において不納欠損済みの債権でござい

ます。 

 これまで当院におきましては、不納欠損済みであっても時効期間を過ぎておって

も、当人からの援用の申出がない限り債権放棄はしておりませんでした。ですので、

今後、尾鷲市債権に関する条例が制定したことによって、第１２条の適用に伴うも

のは毎年債権放棄を行うことによって、債権放棄した額を不納欠損として処理して

いくことといたします。なお、不納欠損の金額は、決算書１３ページの貸倒引当金

の取崩し額として表記していますので、また後ほど御覧ください。 

 ９ページ、資料９は、山本補佐のほうから説明させます。 

○山本総合病院総務課長補佐兼係長  私のほうから、資料９、資金の不足額につ

いて御説明させていただきたいと思います。 

 資金の不足額とは、公営企業において資金収支の累積不足額を表すものであり、

尾鷲総合病院においては、平成２５年度に約３億５,０００万円の内部留保資金が

ありましたが、診療圏人口の減少に伴い毎年減り続け、平成３０年度決算において

初めて資金の不足額が発生し、資金不足比率が算定されることになりました。 

 資金の不足額の推移としましては、下段のグラフを見ていただきたいと思うんで

すけど、平成２８年度に黒字となったことにより、この年は少し改善されましたが、

平成２９年度から再度赤字となったことにより内部留保資金が減少し、平成３０年

度に初めてマイナスとなりました。 

 令和元年度は、療養病棟を地域包括ケア病棟にすることなどにより黒字となった

ためやや改善されましたが、２年連続で資金不足となりました。 



－４０－ 

 令和２年度は、医療の質の向上と医業収益の増加を目的にＤＰＣ制度に参加した

ことにより、入院における１人当たりの診療単価が増となり、一定の効果はありま

したが、それ以上に新型コロナウイルス感染症の影響により患者数が大幅に減とな

り、医業収益についても大幅に減となりました。ただし、新型コロナウイルス感染

症に対応した病院については国、県からの補助金があったため、約５億１,８００

万円の黒字決算となり、今まであった資金不足は全額解消され、資金不足比率も算

定されることはなくなりました。 

 令和３年度は、医業収益が前年度と同様に落ち込んでおり、また今後も医療圏人

口の減少による医業収益の減少が続けば、持続可能な経営数値を確保していくこと

が難しくなることが予想されるため、令和２年３月に見直しを行った「尾鷲総合病

院新改革プラン」に基づいた取組を進めているところであり、医療需要に見合った

病床数とするための病床数の削減や、短期リハビリテーション患者などの受入れに

よる地域包括ケア病棟の病床稼働率の向上、適切な病床運用における診療単価の向

上、人員配置の適正化等に取り組む中で収支改善を図り、これからも資金の確保を

図っていきたいと考えております。 

 資料の説明は以上です。 

○佐野総合病院事務長  以上が決算の内容、資料の説明でございました。よろし

くお願いいたします。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 特に今回はコロナ禍の中ということで、数字的には５億１,８００万の黒字計上

をしておるんですけれども、実質は４億５,０００万余りの赤字ということを十分

再認識していただいて、質疑に入りたいと思います。 

 質疑のある方、御発言。 

○小川委員  少しお聞かせ願います。 

 まず、債権放棄の資料のほうの８ページ、先ほども言われましたけど、市債権で

すので、援用がいるけれども、債権管理条例で市長の専決ということをしましたの

で、これ、保証人を取っていますけど、取立てとか十分行って、それでは駄目だっ

たので落としたということで理解すればいいですか。 

○松井総合病院総務課主幹兼係長  保証人のほうは入院時とか必ず取っておりま

す。それで請求もしておりますけれども、お亡くなりになったり、住所のほうが分

からなくなったりということもありましたので、そちらのほうで不納欠損という形

を取らせていただいて、それで今回債権放棄のほうをさせていただいたということ
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になります。 

○小川委員  もう無理やということで諦めたということですね。 

 それと、決算書の９ページ、資料にもあったんですけど６ページ、貯蔵品なんで

すけれども、以前ですと、５,０００万、６,０００万の貯蔵品があったと思うんで

すけど、今３,８００万になっているんですけど、万が一災害があった場合にこれ

だけでやっていけるのかどうか、それを先にお聞かせください。 

○高浜総合病院総務課長  少なくなったのは当然、在庫を抱えないように業者委

託にも入ってもらって、必要最小限の在庫でいるようにはしているんですけど、一

般質問で南議員からもあったように、よく出る薬品に関しては５日ほどの在庫はあ

るというふうに薬剤部のほうには聞いております。 

○小川委員  災害があった場合、それで足りるのか、すぐ補給してもらえるのか

どうか、それを聞きたかったものですから。 

○高浜総合病院総務課長  薬品以外のものに関しましては、市内の卸であります

業者さんと協定を結んでおりますので、そこからの手配はしていただけますが、交

通網次第にはよるかとは思います。 

○小川委員  これは言うても仕方ないことやと思うんですけれども、決算書の２

ページ、医業収益とか収益には、診療報酬とか消費税ついていないですよね。仕入

れとかにはみんな消費税がついていて、これって病院事業費用のほうでは６,２０

０万も払っているのに、もらえるのが９２０万。これ、診療報酬に上乗せでもせん

と、プラスマイナスできんと思うんですけど診療報酬上乗せとかやっているんです

か。この不合理な税負担を何とかならんものですか。国のほうはどうなんやろう。 

○高浜総合病院総務課長  診療報酬に関してはそのような計算方法もあって、消

費税を加味して診療報酬を算定しているとは聞いてはおります。 

○南委員長  他にございませんか。 

○仲委員  決算書の２８ページで分からんところがあるので、４の未収金明細書

なんですけど、医業未収金は大体分かるんですけれども、医業外未収金で令和２年

度、２億３,５７６万７０１円、これ、補助金ということですね。その他未収金を

令和２年度で１,２０４万８,０００円、その補助金の未収金の中身というのは何で

すか。 

○高浜総合病院総務課長  全てはそうじゃないんですけど、３月補正値に比べて

約１億何がしか増額、この決算増額になっています。我々のほうも、２月はコロナ

のほうが収まってきたので、もしかしたら確保病床が終わるのではないかと算定し
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ていまして、確保病床を３月いっぱいまで上げておりませんでした。第３波が来ま

したので、三重県のほうも年度いっぱいまで確保病床を見ていただいたことで、そ

の辺の精算に伴って、年度遅れの未収金の補助金となっております。 

○仲委員  ３月のぎりぎりのところで申請して、補助金の交付が、国のほうは遅

れるということですかね。本来だと３月３１日までに納入してもらわんといと、本

来補助金はおかしいもんで、出納閉鎖期間はないものですから、そういう理由にお

いて……。 

（「マイク、お願いします」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  マイク、入れてください。 

○仲委員  もう一点、４０ページ、企業債明細書なんですけど、記載の制度がち

ょっと変わっておるかな。許可が要らないという部分があったかなと思うんやけど、

記憶にないんですけど、例えば医療機器整備事業債なんかは、過去には財務省とか

地方公共団体金融機構だってあるんですけど、今回、市中銀行の縁故債になってお

ると。過去にも縁故債になっておるんやけど、ここら辺は、医療機器整備事業債は

やっぱり縁故債ということになっていくんですか。 

 もう一点、地方公共団体金融機構という団体はどういう団体か、ちょっとお答え

ください。 

○山本総合病院総務課長補佐兼係長  今回、４０ページに書いてあります４３０

万円の医療機器整備事業の借入れなんですけど、起債申請に関しましては、一次申

請と二次申請、４月、５月当初と１０月、１１月の２回があるんですけれども、一

次申請に関しましては、国も資金予算の割り振りができたので、こういう公共団体

金融機構等で借入れができたんですけれども、二次申請に関しましては、予算の残

りから各自治体に借入れの割当てをするということの中で、尾鷲市は民間資金を借

り入れてくださいということになりましたので、今回このような形で借入れを行い

ました。 

 あと、地方公共団体金融機構に関しましては、各都道府県市区町村が出資をして、

以前は公営企業金融公庫だったわけですけど、それが出資をして出した団体が借入

れを行っているということで、それは過去の公営企業金融公庫から引き続き行われ

ているということで、尾鷲市も過去に出資した経緯があるんですけど、そこから借

入れを行っておりますので、財務省並みの低金利で借入れをすることができており

ます。 

 以上です。 
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○仲委員  説明はよく分かったんですけど、一次と二次によって、地方公共団体

金融機構の原資が足らないから縁故債で借りてくださいという話ですね。というこ

とは利率が違うんですね。今回は０.５０、令和３年度の地方公共団体金融機構は

０.０３ですね。４３０万という金額は薄いんですけど、やはり億単位になると利

率の安いところ、縁故債は入札やでおっしゃらないですね、利率は、上がってきて

も。だけど、一応公共団体金融機構等になると利率は多分決まっておるはずなので、

ぜひ利率のいいところで今後借りていただくようにしていただきたい。そこだけに

しておきます。 

○高浜総合病院総務課長  先ほど補佐のほうが説明したように、申込みの期限で

行けるように、当初予算で組めるやつは高額で行っておりますので、そのほうに申

し込めるようにしていきたいと思います。 

○南委員長  他にございませんか。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようでございますので、議案第５７号、尾鷲総合病

院の決算の認定の審査を終了いたします。 

 １０分間休憩します。 

（休憩 午後 １時４８分） 

（再開 午後 １時５８分） 

○南委員長  休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 次に、議案第５８号、令和２年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及

び決算の認定について、水道部長より説明をお願いいたします。 

○神保水道部長  議案第５８号、令和２年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余

金の処分及び決算の認定について説明させていただきます。 

 初めに、令和２年度決算の業務実績の概要について説明させていただきます。 

 損益計算上の給水収益は４億９２０万５,１７２円で、前年度と比較しますと３,

８２４万６,９２６円の減額で、前年比約８.５％の減となりました。 

 その内訳は、上水道収益では３,２２２万２,３８５円の減額、前年比約８.３％

の減、簡易水道収益では６０２万４,５４１円の減額で、前年比約９.５％の減とな

りました。 

 それでは、令和２年度尾鷲市水道事業会計決算書から説明させていただきます。
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なお、さきの本会議の提案説明におきまして決算書の説明をいたしましたので、重

複する部分は概略を説明させていただきます。 

 １ページを御覧ください。 

 （１）収益的収入及び支出については、収入の第１款水道事業収益の決算額は５

億２,３８８万３,８５８円で、予算額より７５６万１,８５８円の増となりました。 

 次に、支出の第１款水道事業費用の決算額は４億９,１４３万４,２１０円で、１,

１６５万５,７９０円の不用額が生じております。 

 続きまして、３ページの（２）資本的収入及び支出についてですが、収入の第１

款資本的収入の決算額は６,３９０万７,８００円で、予算額より６６万８００円の

増となりました。 

 次に、支出の第１款資本的支出の決算額は３億１,２０３万４,８７５円で、不用

額が１９３万１,１２５円となっております。また、資本的収支において、収入額

が支出額に対して不足する額２億４,８１２万７,０７５円は下段に記述してありま

すように、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留

保資金、減債積立金で補 いたしました。 

 次に、５ページの損益計算書を御覧ください。 

 科目別の詳細につきましては後ほど説明させていただきます。 

 営業収益４億１,１５９万７３９円から営業費用４億１,１８１万７,２３９円を

差し引いた２２万６,５００円が営業損失で、これに営業外収益７,１３０万６,３

７４円を加え、営業外費用４,５４１万４,７６４円を減額しますと、本年度は２,

５６６万５,１１０円の経常利益となりました。 

 この経常利益から特別損失１７万１,６５４円を差し引いた当年度純利益は２,５

４９万３,４５６円となり、この当年度純利益に前年度繰越利益剰余金３億４,４８

７万８,８８２円を加え、減債積立金の使用に伴い発生するその他未処分利益剰余

金変動額４,５０２万４,８５２円を合わせた額４億１,５３９万７,１９０円が当年

度未処分利益剰余金となります。 

 次に、６ページの剰余金計算書を御覧ください。 

 資本金は、前年度末残高に前年度処分額３,３９６万３１９円を加え、当年度末

残高は１９億８,９０５万４,６９５円となっております。 

 資本剰余金の部では、工事負担金からその他資本剰余金までの資本剰余金合計は

前年度末残高と同額で４,６８２万３８８円となります。 

 利益剰余金の部では、減債積立金は今年度の補 財源として４,５０２万４,８５
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２円を使用したため、当年度末残高は１億２,５５３万５,３２７円となり、建設改

良積立金は前年度末残高と同額で７,６４３万５,９５６円となります。 

 未処分利益剰余金の当年度末残高は、先ほどの損益計算書で説明いたしました当

年度未処分利益剰余金４億１,５３９万７,１９０円で、利益剰余金合計は６億１,

７３６万８,４７３円となります。 

 次に、７ページの尾鷲市水道事業会計剰余金処分計算書（案）につきましては、

利益の処分について本議案において一括して御審議をお願いするものであり、当年

度未処分利益剰余金４億１,５３９万７,１９０円のうち減債積立金として７,００

０万円を積み立て、減債積立金の取崩しに伴い発生したその他未処分利益剰余金変

動額と同額分４,５０２万４,８５２円を資本金へ組み入れ、残額の３億３７万２,

３３８円を翌年度へ繰越ししようとするものでございます。 

 次に、貸借対照表に移ります。 

 ８ページから１０ページを御覧ください。 

 まず、資産の部でありますが、１、固定資産は、有形固定資産から投資その他の

資産までの合計で４９億５,９２６万７,４１９円でございます。 

 ２、流動資産は、現金預金からその他流動資産までの合計で７億４,１３４万７,

８１１円で、資産合計は５７億６１万５,２３０円となります。 

 ９ページの負債の部ですが、３、固定負債は、企業債と引当金の合計で２４億２

５０万６,８３１円となります。 

 次に、４、流動負債は、企業債からその他流動負債までの合計３億２１７万５,

５３４円で、次の５、繰延収益３億４,２６８万９,３０９円を合わせた負債合計は

３０億４,７３７万１,６７４円となります。 

 １０ページ、資本の部では、資本金は１９億８,９０５万４,６９５円、剰余金は、

資本剰余金と利益剰余金の合計６億１,７３６万８,１７３円となり、資本合計は２

６億５,３２４万３,５５６円となります。 

 負債資本の合計は５７億６１万５,２３０円となり、８ページの資産合計の額と

一致しております。 

 次の１１、１２ページは会計処理の基準及び手続を注記として明示しております。

そのうち１２ページのⅡ、貸借対照表等に関する注記、（３）貸倒引当金１５万２,

８６５円は、尾鷲市債権の管理に関する条例第１２条第１項第７号により、令和３

年３月３１日に債権放棄し、尾鷲市水道事業会計規定第２４条により不納欠損した

ものでございます。 
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 また、判例により、私債権として取り扱うとなりました平成１６年度から令和元

年度までに会計処理として不納欠損した水道料金債権５４１万２,６２５円につき

ましても、同日をもって債権放棄したことを併せて御報告いたします。 

 各年度ごとの不納欠損額につきましては、委員会資料５ページに記載してござい

ます。 

 続きまして、１３ページから、決算附属書類、令和２年度尾鷲市水道事業報告書

につきましては、１９ページ以降の令和２年度尾鷲市水道事業会計収益費用明細書

で一部御説明申し上げます。その他の内容につきましては、後ほど御参照ください。 

 次に、１８ページの令和２年度尾鷲市水道事業会計キャッシュ・フロー計算書を

御覧ください。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは、当年度純利益から非現金支出項目と

流動資産、流動負債の増減を調整して通常の業務活動の実施に係る資金の状態を間

接法で表示しており、業務活動により資金が２億１,２５６万９,４５２円増えたこ

とを表しております。 

 ２は、固定資産の取得など将来に向けた運営基盤確立のための投資活動に係る資

金の状態を示す投資活動によるキャッシュ・フローであり、固定資産の取得による

支出、一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入及び工事負担金の受入に

よる収入の項目を表示し、投資活動に資金を５,２８３万８,０６２円使ったことを

示しております。 

 ３、財務活動によるキャッシュ・フローは、企業債の借入償還などの資金調達に

係る資金の増減を表しており、資金が１億７,６２０万５,３２４円減ったことを示

しております。 

 資金増加額は、１から３までの合計で資金が１,６４７万３,９３４円減ったこと

を示しております。 

 資金期首残高は、期首の現金預金残高であり、令和２年度決算の現金預金額の７

億４,４３３万３２５円となっており、これから資金減少額を差し引いた資金期末

残高７億２,７８５万６,３９１円は、８ページの令和２年度尾鷲市水道事業会計貸

借対照表、現金預金の額と一致しております。 

 １９ページを御覧ください。 

 水道事業収益、営業収益のうち給水収益４億９２０万５,１７２円は上水道、簡

易水道料金で、前年度と比較しますと３,８２４万６,９２６円の減収となり、約８.

５％の減となりました。大半は新型コロナウイルス感染症の対策として、６月から
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８月分、基本料金減免分の税抜き３,６３８万４,８４０円でございます。 

 受託工事収益はございませんでした。 

 他会計負担金は、公園、墓地等用水等の一般会計負担金でございます。 

 その他営業収益は、手数料と材料売却収益等で、給水工事申請時の設計審査及び

工事検査料等と直結止水栓、メーターボックスの材料売却の収益でございます。 

 営業外収益では預金利息が１３万８,４６３円、他会計補助金は、簡易水道事業

の企業債支払利息及び新型コロナウイルス感染症の対策としての基本料金減免分に

対する一般会計からの補助金でございます。 

 次の長期前受金戻入は、固定資産の取得または改良に充てるための補助金等を長

期前受金として負債に計上した上で、その補助金が充てられた資産の減価償却及び

除却に合わせて収益化していくもので１,７８３万５８１円となっております。 

 次の資本費繰入収益につきましては、長期前受戻入同様、固定資産の取得または

改良に充てるために起こした簡易水道事業の企業債元金償還に対する一般会計から

の補助金でございます。 

 次ページのその他雑収益は、紀勢国道事務所熊野尾鷲道路出張所及び矢浜保育園

へ貸付けをしている用地賃貸料等でございます。 

 続きまして、支出でございますが、２１ページの水道事業費用、営業費用のうち

原水及び浄水費ですが、給料から雑費までの計６,７５１万８,５７８円は２名分の

人件費のほか、主なものは委託料として電気工作物の保安管理業務、各配水地施設

の設備保守点検業務、水質検査業務委託料を支出しました。 

 手数料は、簡易水道の毎日の水質検査が主なものでございます。 

 修繕費につきましては各施設の維持修繕に係る支出で、動力費につきましては上

水道及び簡易水道浄水場施設の電気料でございます。 

 続きまして、２２ページ、配水及び給水費ですが、給料から雑費までの計５,１

３３万９,６０２円は、３名分の人件費のほか、主なものといたしましては、委託

料が浄水区域管路診断業務と水道施設管理システム、保守点検情報更新業務委託料

等で、修繕費につきましては配水管の漏水等修繕費でございます。 

 動力費は、上水道及び簡易水道配水施設の電気料でございます。 

 材料費は、公道ボックスなどで修繕に伴う材料費でございます。 

 受託工事費については支出はございませんでした。 

 次に、２３ページ、業務費につきましては、備消品費から雑費までの計４,１１

７万８,９３４円のうち、主なものといたしましては、委託料として窓口及び検針
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収納業務委託料等でございます。 

 手数料は、水道料金に係る口座振替手数料等でございます。 

 次に、修繕費でございますが、これは計量法に基づく量水器の交換修繕料等でご

ざいます。 

 続きまして、総係費につきましては、給料から雑費までの計３,７３６万４,７０

２円のうち４名分の人件費のほか、主なものを御説明いたします。 

 委託料は庁舎警備などの業務委託費で、賃借料では会計システム使用料が主なも

のでございます。 

 次に、減価償却費として２億１,２０１万７,９２３円、資産減耗費につきまして

は固定資産除却費として２０６万６,７４０円を支出しており、その他営業費用と

して材料売却原価３３万７６０円を支出しております。 

 次の営業外費用の支払利息４,５４１万４,７６４円は、備考欄のとおりの企業債

利息の支出となっております。 

 次の特別損失、過年度損益修正損１７万１,６５４円につきましては、漏水等に

よる還付金が主なものでございます。 

 ２５ページに移りまして、資本的収入ですが、給水加入金２００万円は上水道２

７件、簡易水道２件の給水設備新設等による加入金収入でございます。 

 次に、負担金３４０万７,８００円は、消火栓設置５基分の一般会計負担金でご

ざいます。 

 企業債５,８３０万円は、大曽根地内等の配水管布設替事業に対する上水道企業

債と須賀利地内等の配水管布設替事業及び賀田第２加圧ポンプ場の電気設備取替事

業に対する簡易水道企業債の借入金でございます。 

 続きまして、資本的支出のうち建設改良費では、固定資産購入費として機械装置

費で量水器を購入いたしました。 

 上水道施設整備費では、工事請負費として大曽根地内配水管布設替工事ほか２件

の工事費でございます。また、簡易水道施設整備費では、工事請負費として、九鬼

地内配水管改良工事ほか５件の工事費委託料として、賀田第２加圧ポンプ場設備取

替工事の詳細設計業務委託分でございます。 

 次の企業債償還金は企業債元金の償還金でございます。 

 次ページの２６ページから２９ページには、有形・無形固定資産明細書、投資明

細書及び企業債明細書、最終の３０ページには、上水道、簡易水道別の損益計算書

を添付してございます。 
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 決算書の説明につきましては以上でございます。 

 続きまして、行政常任委員会資料について御説明させていただきます。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 未収金明細書は、決算書８ページの貸借対照表の２、流動資産の（２）未収金の

水道料金１,２０５万６,３０５円の明細であり、内訳は、上水道現年度分９３４万

７,０４９円、過年度分２５万６,８５６円、簡易水道現年度分１９１万８,１２９

円、過年度分１０３万４,２７１円となっております。 

 なお、表の一番下、決算額合計は米印にあるように、未収金の合計は１,２５５

万６,３０５円となっており、決算書の未収金額と５０万円の差額がありますが、

これは、未収金のうち５０万円を回収の見込みが低い実績より勘案した破産更生債

権として位置づけ、同額を貸借対照表の１、固定資産の（３）投資その他の資産の

破産更生債権等の貸倒引当金５０万円として計上しております。また、未収金につ

きましては、決算後１,０７３万９,８５９円の収納があり、７月３１日現在の未収

金は１８１万６,４４６円となっております。 

 滞納整理につきましては、滞納整理結果表に記載のとおりでございます。 

 ２ページは、令和３年７月３１日現在の年度別水道料金未納者数・未納金額表で

ございます。 

 ３ページを御覧ください。 

 貯蔵品在庫調書と未払金明細書を添付してございます。 

 未払金明細書につきましては、決算書９ページ、貸借対照表の負債の部、流動負

債のうち未払金５,３８３万８,５２９円の明細でございます。 

 ４ページには目別の職員給与費明細書を、５ページに年度別債権放棄一覧を添付

してございますので御参照ください。 

 ６ページを御覧ください。 

 経営戦略の投資・財政計画に令和２年度決算を反映させたものです。網かけをし

ている部分が今回変更となったところでございます。米印の当年度純利益と繰越利

益剰余金の欄を御覧ください。 

 計画当初と比較して、当年度純利益が令和２年度には５,４０６万９,０００円増

額の２,５４９万３,０００円となったことにより、計画最終年度の令和１０年度の

繰越利益剰余金が３億３,２０４万８,０００円となり、計画当初より１億２,７５

５万３,０００円の改善となりました。 

 次に、７ページを御覧ください。 



－５０－ 

 同じく令和２年度の決算を反映させたものでございます。下から３行目、米印の

令和２年度の補 財源不足額がマイナス５億７,２３４万４,０００円となり、計画

最終年度、令和１０年度の補 財源不足額はマイナス５億４,０６９万１,０００円

となりました。 

 計画当初のマイナス４億２,３１８万５,０００円と比較して、１億１,７５０万

６,０００円改善され、運転資金である令和１０年末、補 財源残高は５億４,０６

９万１,０００円となる見込みでございます。 

 以上が令和２年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定に

ついての説明でございます。よろしく御審議お願い申し上げます。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 水道部の説明は以上でございます。 

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。 

 水道部長あの、当初の２年度はどれだけ赤字を見込んでおった。 

○神保水道部長  １,０２４万５,０００円でございます。 

○南委員長  １,０２４万の赤字を見込んでおったね。ありがとう。 

○小川委員  資料の５ページ、年度別の債権放棄の額が書いてありますけど、平

成１６年から、これはどういうふうに理解すればいいんですか。平成１６年にこれ

だけ、５７万８,０００円を放棄したと理解すればいいんですか。 

○北村水道部係長  小川委員のおっしゃるように、平成１６年度に不納欠損をし

た金額をそこに記載しております。各年度ごとの不納欠損額になっております。 

○小川委員  債権放棄したということじゃないんですよね、このときには。 

○北村水道部係長  このときには、平成１６年度以降につきましては、判例上、

私債権となっておりますので、公債権でなくなった以上、不納欠損しても債権放棄

とはならなかった関係で、そのまま債権が残っておるという状況になっております。 

 以上です。 

○小川委員  いや、これ、債権放棄額って書いてあるものですから、水道の場合

は消滅時効３年やったですかね。それたってから援用がなければ債権放棄できませ

んよね。というのはどうなのかなと思ったものですから、その点はどうなんですか。 

○北村水道部係長  小川委員おっしゃる援用の話になってくるんですけれども、

尾鷲市債権管理に関する条例１２条第１項第７号ですか、そちらの規定を適用する

ことによって、時効期間満了によって執行部のほうから債権放棄ができるという条

例が出来上がった関係で、この３月３１日をもって債権放棄させていただいたとい
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う形になっております。 

 以上です。 

○小川委員  去年からできた条例によってということですか。 

○北村水道部係長  そのとおりです。 

○南委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、水道部の議案第５８号の決算審査を終了いたし

ます。 

 特に報告事項はないですか、水道部長。ありがとうございました。 

 審査を終了いたします。ありがとうございました。 

 ５分間休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時２４分） 

（再開 午後 ２時３３分） 

○南委員長  再開をいたします。 

 委員の皆様の御協力により、予定より１日早く終了いたしました。お礼を申し上

げたいと存じます。 

 それでは、当行政常任委員会に付託になりました各議案の採否の決定を行いたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 まず初めに、議案第４７号、尾鷲市過疎地域持続的発展支援に伴う固定資産税の

特例措置に関する条例の制定について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 続きまして、議案第４８号、尾鷲市個人情報保護条例及び尾鷲市個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について、原案に賛成の委員の挙

手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 引き続きまして、議案第４９号、尾鷲市半島振興対策実施地域における固定資産

税の特例措置に関する条例の一部改正について、原案に賛成の委員の挙手を求めま

す。 

（挙 手 全 員） 
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○南委員長  挙手全員であります。 

議案第５０号、令和３年度尾鷲市一般会計補正予算（第８号）の議決について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

続きまして、議案第５１号、令和３年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）の議決について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第５２号、令和３年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

の議決について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 続きまして、議案第５３号、令和３年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第１号）

の議決について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 引き続き、議案第５９号、尾鷲市過疎地域持続的発展計画について、賛成の委員

の挙手を求めます。 

（挙 手 多 数） 

○南委員長  挙手多数であります。多数で可決いたします。 

 議案第６０号、尾鷲市都市計画マスタープランについて、賛成の委員の挙手を求

めます。 

（挙 手 多 数） 

○南委員長  挙手多数で可決をいたしました。 

 続きまして、決算のほうの採決に入りたいと思います。 

 議案第５４号、令和２年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定について、決算に

認定すべきとする委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 次に、議案第５５号、令和２年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、認定すべきとする委員の挙手を求めます。 



－５３－ 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第５６号、令和２年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定すべきとする委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第５７号、令和２年度尾鷲市病院事業会計決算の認定について、認定すべき

とする委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 最後に、議案第５８号、令和２年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分

及び決算の認定について、認定すべきとする委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 当委員会に付託となりました計１４議案、全て委員会で可決すべきものと決定を

いたしました。御協力ありがとうございました。 

 特に委員長報告なんですけれども、今回スムーズに委員会が進んだということで、

委員長のほうにお任せいただいてもよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  そのようにさせていただきます。 

 長時間にわたり、御協力ありがとうございます。明日、あさっては休会でござい

ます。 

 １点、最後に報告だけしておきます。 

 当委員会の今後の予定なんですけれども、管内視察、前回、コロナ等で流れた曽

根小の跡とアクアステーションと水産試験場をまず１日計画しております。それと、

この前、ふるさと納税をしていただく企業になりましたヤフーの森とすじ青のりの

工場のほうは今お願いをしている最中でございますので、できたら九鬼の出張所跡

の解体と併せて視察したいと思います。 

 それと、最後に、環境課のほうから浄化槽の補助規定に伴う報告を受ける予定に

なっておりますけれども、今日はプロポーザルのことがありましたように、プロポ

ーザルが終了した時点で、併せて教育委員会のほうにもそのときの報告を願う感じ

でおりますので、中旬以降になると思います、委員会のほうは。 



－５４－ 

 以上でよろしくお願いします。できるだけ早めに日程は調整して皆さんに報告さ

せていただきます。ありがとうございます。 

（「水産試験場と言ったときに栽培センターの（聴取不能）」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  すみません、栽培センターの間違いです。失礼しました。 

 以上です。ありがとうございました。 

（午後 ２時４０分 閉会） 


